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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

令和３年６月10日（木）議事日程 

開 議（午前10時） 

 日程第１  報告第２号 令和２年度鹿島市一般会計繰越明許費繰越計算書について（報

告） 

 日程第２  報告第３号 令和２年度鹿島市一般会計事故繰越し繰越計算書について（報

告） 

 日程第３  報告第４号 令和２年度鹿島市下水道事業会計継続費繰越計算書について 

             （報告） 

 日程第４  報告第５号 令和２年度鹿島市下水道事業会計予算繰越計算書について（報

告） 

 日程第５  報告第６号 令和３年度鹿島市土地開発公社事業計画について（報告） 

 日程第６  議案第28号 職員の特殊勤務手当に関する条例及び鹿島市国民健康保険条例

の一部を改正する条例の制定について（質疑、討論、採決） 

 日程第７  議案第29号 鹿島市税条例等の一部を改正する条例の制定について（質疑、

討論、採決） 

 日程第８  議案第30号 令和３年度鹿島市一般会計補正予算（第３号）について（質疑、

討論、採決） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時 開議 

○議長（田一美君） 

 おはようございます。ただいまの出席議員は15名であります。定足数に達しておりますの

で、本日の会議を開きます。 

 本日の日程はお手元の議事日程どおりといたします。 

      日程第１ 報告第２号 

○議長（田一美君） 

 それでは、日程第１．報告第２号 令和２年度鹿島市一般会計繰越明許費繰越計算書につ

いてであります。 

 当局の説明を求めます。村田企画財政課参事。 

○企画財政課参事（村田秀哲君） 

 それでは、報告第２号 令和２年度鹿島市一般会計繰越明許費繰越計算書について御説明

いたします。 

 議案書の１ページをお願いいたします。 
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 地方自治法施行令第146条第２項の規定により、令和２年度鹿島市一般会計繰越明許費繰

越計算書を別紙のとおり報告するものでございます。 

 繰越明許費とは一般的に繰越事業といわれるものでございまして、令和２年度の予算のう

ち、諸般の事情により予算の一部を本年度に繰り越して執行するものでございます。 

 ２ページをお開きください。繰り越した事業及び金額の一覧です。 

 表の中で事業名の次の金額は、昨年度の議会におきまして設定いたしました繰越限度額で

ございます。 

 その次の翌年度繰越額が令和２年度から本年度に繰り越した額でございます。 

 次の欄の既収入特定財源につきましては、令和２年度の出納閉鎖までに既に収入があった

金額でございます。 

 次の国庫支出金からその他までの４項目につきましては、本年度収入見込みの特定財源を

種類別に区分したものでございます。 

 一番右の一般財源につきましては、事業費のうち、市が一般財源として負担する金額でご

ざいます。 

 それでは、各事業について御説明いたします。 

 ナンバー１の保育対策総合支援事業は、限度額を設定しておりましたが、国の予算が令和

３年度予算で執行することになったことに伴い、本市の予算も令和３年度で執行することと

なったため、繰越しはございません。 

 ナンバー２の新型コロナウイルスワクチン接種事業は、限度額76,643千円のうち、66,433

千円を繰り越しております。 

 ナンバー３の災害廃棄物処理事業は、限度額24,697千円のうち、14,091千円を繰り越して

おります。 

 ナンバー４の産地パワーアップ事業（園芸）は、限度額80,000千円に対し、その全額を繰

り越しております。 

 ナンバー５の農道・用排水路施設整備事業は、限度額10,593千円のうち、6,800千円を繰

り越しております。 

 ナンバー６の基盤整備促進事業（ほ場整備）は、限度額8,197千円のうち、4,999千円を繰

り越しております。 

 ナンバー７の基盤整備促進事業（農業用用排水施設）は、限度額73,582千円のうち、

46,794千円を繰り越しております。 

 ナンバー８の基盤整備促進事業（除塵機整備）は、限度額2,835千円に対し、その全額を

繰り越しております。 

 ナンバー９の地域農業水利施設ストックマネジメント事業は、限度額24,952千円のうち、

24,276千円を繰り越しております。 
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 ナンバー10のため池調査計画事業は、限度額35,440千円のうち、32,350千円を繰り越して

おります。 

 ナンバー11の佐賀県漁業経営構造改善事業は、限度額220,804千円に対し、その全額を繰

り越しております。 

 ナンバー12の漁港管理費（百貫漁港照明灯工事）は、限度額1,000千円のうち、740千円を

繰り越しております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 ナンバー13の水産基盤ストックマネジメント事業は、限度額65,550千円のうち、50,100千

円を繰り越しております。 

 ナンバー14、漁港海岸保全施設整備事業は、限度額99,840千円のうち、79,859千円を繰り

越しております。 

 ナンバー15の商業・商店街振興事業は、限度額40,000千円のうち、25,877千円を繰り越し

ております。 

 ナンバー16の事業継続支援事業は、限度額20,000千円のうち、16,400千円を繰り越してお

ります。 

 ナンバー17の辺地道路整備事業は、限度額25,600千円のうち、25,483千円を繰り越してお

ります。 

 ナンバー18の社会資本整備総合交付金事業は、限度額15,500千円のうち、7,697千円を繰

り越しております。 

 ナンバー19の道路整備個別補助事業は、限度額62,500千円のうち、57,617千円を繰り越し

ております。 

 ナンバー20の急傾斜地崩壊防止事業は、限度額46,200千円のうち、32,280千円を繰り越し

ております。 

 ナンバー21、定住促進住宅管理事業は、限度額を設定しておりましたが、令和２年度内に

事業が完了したため、繰越しはございません。 

 ナンバー22の学校配当事業（小学校）（新型コロナウイルス感染症対策）は、限度額7,200

千円に対し、その全額を繰り越しております。 

 ナンバー23の小学校大規模改造整備事業は、限度額281,500千円のうち、260,585千円を繰

り越しております。 

 ナンバー24の小学校情報教育施設整備事業は、限度額を設定しておりましたが、令和２年

度内に事業が完了したため、繰越しはございません。 

 ４ページをお願いいたします。 

 ナンバー25の小学校情報教育施設整備事業（校内ＬＡＮ整備）は、限度額63,855千円のう

ち、63,565千円を繰り越しております。 
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 ナンバー26の学校配当事業（中学校）（新型コロナウイルス感染症対策）は、限度額2,400

千円に対し、その全額を繰り越しております。 

 ナンバー27の中学校情報教育施設整備事業は、限度額を設定しておりましたが、令和２年

度内に事業が完了したため、繰越しはございません。 

 ナンバー28の中学校情報教育施設整備事業（校内ＬＡＮ整備）は、限度額25,836千円のう

ち、25,536千円を繰り越しております。 

 ナンバー29の体育館及び広場管理事業は、限度額5,214千円に対し、その全額を繰り越し

ております。 

 ナンバー30の現年発生農地農業用施設補助災害復旧事業は、限度額474,320千円のうち、

294,211千円を繰り越しております。 

 ナンバー31の現年発生林業用施設補助災害復旧事業は、限度額13,101千円のうち、11,000

千円を繰り越しております。 

 ナンバー32の現年発生土木施設補助災害復旧事業は、限度額76,100千円のうち、59,860千

円を繰り越しております。 

 これらの財源内訳は表に記載のとおりでございます。 

 この結果、32事業の繰越限度額合計2,062,040千円のうち、1,525,006千円が本年度に繰り

越した確定額となります。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（田一美君） 

 質疑に入ります。質疑ありませんか。10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 毎年、繰越明許費というのは出てくるわけですけど、総額というか、これが今回非常に大

きいですね。15億円を超えるという。もちろん、この中には学校関係のＬＡＮ整備とか、そ

ういうふうなのは少し時間がかかるという説明もいただいておりました。また、新型コロナ

ウイルス感染症対策にしても継続して行うという形でもありますけど、それとあと、災害の

復旧工事もやっぱり年を越してやると、今工事がずっと発注されていたりとかしていますの

で、幾つかの点は理解できますけど、ただ、これだけの32項目、令和３年度は３年度で予算

をつけて新規事業であったり、それも取り組むわけですけど、大体どういうふうな手順でこ

の繰越明許費の各事業を行っていくのか、そういうところはどう考えられていますかね。企

画財政というか、そっちだけじゃなくて、各課の考え方もあると思いますけど、そこのあた

りどういうふうに指示はされているんですか。 

○議長（田一美君） 

 村田企画財政課参事。 

○企画財政課参事（村田秀哲君） 
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 お答えをいたします。 

 今年度の繰越件数が昨年度に比べて多いということで御質問だったと思います。 

 その中の増減の内訳を切り分けてみますと、国の補正予算に伴うものというのが今年度は

11件あります。昨年度は４件ですので、昨年度より７件多くなっております。先ほど議員が

おっしゃられたコロナ対策ですね、これは昨年度なかったものが今回コロナ対策での繰越し

が６件、ですので、６件増ということになります。先ほどもありましたように、災害のほう

も今年度は４件、昨年度は２件ということで、これらの増減の特殊な要因といいますか、合

わせれば、昨年度より15件多い要因として分析をいたしております。 

 先ほどおっしゃられた、この中でどのように予算を執行していくかということでございま

すが、国の補正予算に伴うものというのが、全部とは申し上げませんが、昨年度コロナ禍に

より、新年度、３年度ですね、税収も国も落ち込むということで、税収予算のほうの確保も

難しいということで、令和２年度の国の補正予算により令和３年度に予定していた事業を繰

り越すというのが７件ほど多くなっております。そういうことで、うちの予算も伴いまして

令和３年度で執行予定のものを国の補正予算により令和２年度の予算で計上いたしまして、

実際の執行は繰り越して３年度に行うということで、そこら辺が主な要因となっております。 

 私からは以上です。 

○議長（田一美君） 

 10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 いや、私が質問しているのはちょっと違うでしょう。ちゃんとこれが実行できるのかと聞

いているんですよ。令和３年度は令和３年度で予算を組んでいるでしょう。だから、特に基

盤整備事業なんて、今、災害復旧でほとんどの土木の業者さんは何か所も工事を抱えている

わけですよ、これで可能なのかと私は聞いているんですよ。どうですか。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えをいたします。 

 先ほど基盤整備事業のことを言われましたので、その件についてお答えをしたいと思いま

す。 

 圃場整備事業につきましては、この繰り越した事業につきましては一応契約のほうが今時

点で８月25日まで工期ということで契約はできておりまして、これにつきましては工事その

ものは終わっておりまして、換地業務ということで進めているところでございます。 

 そのほかのいろいろ施設整備につきましても、ある程度契約のほうは今のところ進んでい

るものもございまして、まだできていないものにつきましても早期の契約のところを今予定
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しているところでございます。見通しとしましては、ある程度工事につきましては前半ので

きるだけ早期の工期ということで予定をしておりまして、当然、３年度の事業もまた出てく

ると思いますけれども、あと、特に災害の復旧工事のほうも今計画的に発注も進めておりま

して、当然、その工事関係のほうはいろいろと量が多くなってきますけれども、計画的に進

めていきたいということを考えております。 

○議長（田一美君） 

 10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 今度の一般質問でもやるんですけど、去年の７月豪雨の復旧工事というのが、現場をずっ

と浜川の上流まで見に行くと、工期が10月ぐらいまで長くなっていますよね。それは業者の

方に負担をかけないために、普通だったら、２か月ぐらいの期間を延ばして工期を設定して

いますよね、これは土木事務所も一緒なんですよ。そう考えると、これの17番から20番、今

度は辺地道路の整備、それとか、橋梁、こういうふうなところ、これは金額が大きいんです

よね。全部足したら１億円は軽く超すんですよ。じゃ、これは繰越明許費だから、本来だっ

たら、これが先にやるべきなんですよ。もちろん、国からの補助金が少し遅れるということ

も出てくるのかも分からないけど、そうなってくると、まず、水害の復旧工事に全力を尽く

すという３月議会の答弁でしたから、まずはそこをやっていって、じゃ、その後に個々の辺

地道路の整備であったり、そういうふうなのが来るのか、それとも、並行してまたそこも業

者に仕事を取ってもらって、入札が成立するのかどうか私はよく分からないですけど、そこ

のあたりがちょっと心配なんですけど、加えて、そこの分まで農水課の課長、答弁をしてい

ただけますか。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えをいたします。 

 私のほうは災害復旧の関係のほうからということでそこのところを御説明したいと思いま

すけれども、昨年度から災害箇所全部で235工区ということでございます。その中で２月か

ら発注のほうを始めまして、今５月末時点で大体38％の発注が終わっているという状況で、

これにつきましてはある程度優先して工事を行うものというところを現場の営農活動のほう

を考慮しながら前半のほうで行うところと、あと、今年度の後半にある程度収穫が終わった

ところから発注を行うような形での計画ということで今仕分をしております。 

 これにつきましては、業者さんのほう、特に言われますように、建設業の方はいろいろと

工事のほうが今多くて発注をしてもなかなか取ってもらえない状況があるということでござ

いますけれども、これにつきましては、できるだけ受注していただけるような形で場所の選
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定とか組合せ、量とかを調整しながら発注をしていくということで、これにつきましては業

者さんのほうにもお願いをしているところです。今のところ、復旧につきましてはもともと

予定をしていました計画どおりに今進んでおりまして、今後につきましても業者さんのほう

に受注をしやすいような形で計画を進めていきたいということを考えているところでござい

ます。 

○議長（田一美君） 

 10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 災害の工事は幾つかの工事を１区間でまとめてやって発注をしますよね、特に今回はあま

りにも箇所が多過ぎるので。箇所でしたら数百か所だったから、そういうふうにしている。

土木事務所もそういうふうな発注方式をしているんですよ。 

 ただ、今度新しい農水課の課長になられたわけですけど、毎回、私が思うのは、工事の発

注が済んでいますと、発注が済んでいるのは分かるけど、じゃ、工事はいつ終わるんだにな

るんですよ。今発注済みが三十何％とおっしゃったと思うんですよ。だから、大体だったら、

秋口ぐらいまでにこういう工事は終わっておいたほうがいいんですよ。年末までかかるとか

ならないほうが。だから、そこのあたりが私は気になるから、発注というか、業者は受けて

くれるところはあるかも分からないけど、業者に配慮して、なおまた工期を延ばしての発注

になるんじゃないかなと。やっぱり市内の業者、これは鹿島市の一般会計の分ですから、市

内業者ですよ、土木事務所みたいに杵藤地区圏内全部から取れるわけじゃないけんが、基本

的には鹿島市が主体になってくるんですよ。だから、そこのあたりを考えていただいて、こ

れだけの件数が繰越明許というのは、私もちょっと初めてか久しぶり、これだけのを見るの

はちょっと気になるところがありますので、しっかりとそこのあたりは遅れないように、大

変でしょうけど、頑張っていただきたいなと思います。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（田一美君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 質疑はないようですから、以上で報告第２号は終わります。 

      日程第２ 報告第３号 

○議長（田一美君） 

 次に、日程第２．報告第３号 令和２年度鹿島市一般会計事故繰越し繰越計算書について

であります。 

 当局の説明を求めます。村田企画財政課参事。 
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○企画財政課参事（村田秀哲君） 

 それでは、報告第３号 令和２年度鹿島市一般会計事故繰越し繰越計算書について御説明

いたします。 

 議案書は５ページをお願いいたします。 

 地方自治法施行令第150条第３項において準用する同令第146条第２項の規定により、令和

２年度鹿島市一般会計事故繰越し繰越計算書を別紙のとおり報告するものでございます。 

 事故繰越しとは、あらかじめ繰越しを予想していなかったものの、避けることができない

事故のために、年度内に支出が終わらない場合に行う予算の繰越しの一つであります。 

 ６ページをお願いします。 

 事業名は祐徳門前町街づくり事業です。翌年度繰越額は11,229,675円で、財源内訳は国庫

支出金が5,614千円、一般財源が5,615,675円となっております。 

 今回の祐徳門前町街づくり事業は、令和元年度から令和２年度へ繰越明許費として繰り越

した事業であり、この場合の事業期限は翌年度限りとなっており、令和２年度内に事業を完

了しなければなりませんでしたが、令和２年７月豪雨による被災などの理由により、年度内

に事業の完了が困難となり、国、県に対して事故繰越しの申請を承認いただいたことから、

事故繰越しの手続を行い、事業期間を１年延長するものであります。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（田一美君） 

 質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 質疑はないようですから、以上で報告第３号は終わります。 

      日程第３ 報告第４号 

○議長（田一美君） 

 次に、日程第３．報告第４号 令和２年度鹿島市下水道事業会計継続費繰越計算書につい

てであります。 

 当局の説明を求めます。田代環境下水道課長。 

○環境下水道課長（田代 章君） 

 それでは、報告第４号について御説明をいたします。 

 報告第４号 令和２年度鹿島市下水道事業会計継続費繰越計算書について御説明をいたし

ます。 

 議案書７ページをお開きください。 

 地方公営企業法施行令第18条の２第１項の規定により、令和２年度鹿島市下水道事業会計

継続費繰越計算書を別紙のとおり報告するものでございます。 
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 ８ページをお開きください。 

 第１款．資本的支出、１項．建設改良費、祐徳門前地区未普及解消事業の継続費の総額は

383,000千円でございます。そのうち令和２年度の予算計上額は97,800千円でございますが、

これより支払義務発生額34,177千円を差し引いた残額63,623千円を令和３年度へ繰り越して

おります。 

 繰越しの理由でございますが、国のGo To トラベルなどの影響により昨年秋口から観光客

の回復傾向が見られたことや令和２年７月豪雨の災害復旧工事を優先させるため、早期着手

を見合わせたことによるものでございます。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（田一美君） 

 質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 質疑はないようですから、以上で報告第４号は終わります。 

      日程第４ 報告第５号 

○議長（田一美君） 

 次に、日程第４．報告第５号 令和２年度鹿島市下水道事業会計予算繰越計算書について

であります。 

 当局の説明を求めます。田代環境下水道課長。 

○環境下水道課長（田代 章君） 

 報告第５号 令和２年度鹿島市下水道事業会計予算繰越計算書について御説明いたします。 

 議案書は９ページでございます。 

 地方公営企業法第26条第３項の規定により、令和２年度鹿島市下水道事業会計予算繰越計

算書を別紙のとおり報告するものでございます。 

 10ページ、11ページをお開きください。 

 ここは地方公営企業法第26条第１項の規定による建設改良費の繰越事業でございます。 

 第７号井手分汚水準幹線・枝線管渠築造工事は、推進工事において想定を上回る大きい転

石により工法の再検討と機種変更を行ったことにより年度内完了が困難となったため、予算

計上額146,817千円全額を繰り越しております。 

 第31号納富分・横田汚水準幹線・枝線舗装復旧工事は予算計上額11,484千円全額を、また、

第32号納富分・井手分・馬渡汚水準幹線・枝線舗装復旧工事は予算計上額13,959千円全額を、

それぞれ繰り越しております。 

 この２件につきましては、国の３次補正が割り当てられましたことから事業の進捗を図る

ため、発注をいたしましたが、適切な工期が確保できなかったことにより繰り越すものでご
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ざいます。 

 南舟津雨水準幹線函渠築造工事は、予算計上額71,000千円から支払義務発生額26,840千円

を差し引きました翌年度繰越額は44,160千円でございます。繰越しの理由は、当初７月から

９月に河川部の施工を予定しておりましたが、地元より８月末までの施工を控えるようにと

いう要望を受けました。また、10月からはノリ養殖のため、生コン打設の調整期間となりま

すことから、年度内の施工は困難なため、繰り越すものでございます。 

 11ページを御覧ください。 

 １行目、中牟田雨水ポンプ場改築（３号ポンプ設備）工事は予算計上額534,000千円から

支払義務発生額171,000千円を差し引いた翌年度繰越額は363,000千円でございます。電気設

備に係る設計精査による入札時期の遅れから年度内完了は困難となったこと及び国の３次補

正に伴う繰越しでございます。 

 ２行目、南舟津雨水ポンプ場改築（土木・建築）工事は予算計上額165,000千円から支払

義務発生額75,000千円を差し引いた翌年度繰越額は90,000千円でございます。工事発注前の

精査により不測の日数を要したことに加え、入札不調により工事着手時期が遅れたため、ノ

リ養殖に伴う生コン打設の調整時期を迎えたことから年度内の施工は困難となり、繰り越す

ものでございます。 

 ３行目、南舟津雨水ポンプ場建設（機械・電気）工事は国の３次補正により予算計上額１

億円全額を繰り越しております。 

 合計予算計上額1,042,260千円のうち、支払義務発生額272,840千円、翌年度繰越額769,420

千円が令和３年度への繰越しとなります。 

 12ページをお開きください。 

 ここは地方公営企業法第26条第２項ただし書の規定による下水道事業費用の事故繰越しで

ございます。 

 生ごみディスポーザー実証調査業務におきまして、新型コロナウイルス感染症拡大防止対

策のため緊急事態宣言の発令により、技術者の来鹿ができず、年度内の調査が完了できな

かったことにより、予算計上額8,400千円全額を繰り越すものでございます。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（田一美君） 

 質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 質疑はないようですから、以上で報告第５号は終わります。 

      日程第５ 報告第６号 

○議長（田一美君） 
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 次に、日程第５．報告第６号 令和３年度鹿島市土地開発公社事業計画についてでありま

す。 

 当局の説明を求めます。村田企画財政課参事。 

○企画財政課参事（村田秀哲君） 

 それでは、報告第６号 令和３年度鹿島市土地開発公社事業計画について御説明いたしま

す。 

 議案書の13ページをお願いいたします。 

 地方自治法第243条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告するものでございます。 

 別冊の令和３年度鹿島市土地開発公社事業計画で御説明いたしますので、御準備をお願い

いたします。 

 鹿島市土地開発公社は、昭和48年に設立し、市の事業と連携しながら事業を推進して、本

市のまちづくりに大きな役割を果たしてまいりました。現在、全ての保有地を売却しており、

本年度は公社を維持していく必要最小限の予算を計上いたしております。 

 事業計画書の１ページをお開きください。 

 本年度の収支予算の総額は22千円といたしております。 

 ２ページをお開きください。 

 収入、支出の内訳でございます。事業外収入で利息収入８千円を見込んでおります。支出

につきましては管理費22千円を計上いたしております。 

 ３ページをお願いいたします。 

 資金計画でございます。左の受入れ資金につきましては事業外収入と前年度繰越金37,020

千円を加えた37,028千円でございます。支払い資金は予算の支出と同額の22千円でございま

す。 

 ４ページをお開きください。 

 予算に関する説明書でございます。収入は利息収入８千円でございます。 

 ５ページをお願いいたします。 

 支出の内訳になります。旅費、需用費、負担金等の経費を計上いたしております。 

 なお、この事業計画につきましては、去る３月18日に開催いたしました鹿島市土地開発公

社の理事会で議決をいただいたものでございます。 

 以上で報告を終わります。 

○議長（田一美君） 

 質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 質疑はないようですから、以上で報告第６号は終わります。 
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 お諮りします。議案第28号から議案第30号までの３議案は、会議規則第36条第３項の規定

により委員会付託を省略いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 御異議ないものと認めます。よって、議案第28号から議案第30号までの３議案は委員会付

託を省略することに決しました。 

      日程第６ 議案第28号 

○議長（田一美君） 

 次に、日程第６．議案第28号 職員の特殊勤務手当に関する条例及び鹿島市国民健康保険

条例の一部を改正する条例の制定についてであります。 

 当局の説明を求めます。岩下総務課長。 

○総務課長（岩下善孝君） 

 それでは、議案第28号 職員の特殊勤務手当に関する条例及び鹿島市国民健康保険条例の

一部を改正する条例の制定について御説明いたします。 

 議案書は14ページ、議案説明資料は２ページでございます。 

 まず、議案書14ページをお願いいたします。 

 議案第28号 職員の特殊勤務手当に関する条例及び鹿島市国民健康保険条例の一部を改正

する条例の制定についてでございますが、新型インフルエンザ等対策特別措置法の一部改正

に伴い、所要の改正をしたいので、この案を提出するものでございます。 

 議案書15ページがその改正内容でございます。 

 それでは、以上の具体的な改正内容につきまして議案説明資料により御説明いたしますの

で、よろしくお願いいたします。 

 議案説明資料の２ページをお願いいたします。議案第28号の説明資料でございます。 

 まず１項目め、改正理由でございますが、新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部

を改正する法律が令和３年２月13日から施行されたことに伴い、所要の改正を行うものでご

ざいます。 

 次に２項目め、改正内容でございますが、先般の全員協議会のほうで御説明いたしました

ように、職員の特殊勤務手当に関する条例及び鹿島市国民健康保険条例では、新型コロナウ

イルス感染症の定義につきまして、国の法律でございます新型インフルエンザ等対策特別措

置法附則の第１条の２の規定をこの２つの条例において引用してきておりましたが、このた

びの法改正に伴って、当該条文が削除されましたために、２つの条例の該当箇所の規定を特

別措置法の定義に合わせて一括して整理し、改正するものでございます。 

 なお、今回の条例改正におきまして２つの条例で規定いたします特殊勤務手当や傷病手当

金に関する制度の変更はございません。 
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 次に３項目め、施行期日でございますが、公布の日から施行して、令和３年２月13日に遡

及し適用するものでございます。 

 今回の一部改正に関しての新旧対照表につきましては説明資料の１ページとなりますので、

お願いいたします。 

 表の上段のほうが職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正、下段が鹿島市国民健康保

険条例の一部の改正でございまして、右の欄、改正前のアンダーラインの内容が左の欄の改

正後のアンダーラインの内容に改めるものでございます。 

 以上で議案第28号 職員の特殊勤務手当に関する条例及び鹿島市国民健康保険条例の一部

を改正する条例の制定について御説明を終わりますが、よろしく御審議くださいますようお

願いいたします。 

○議長（田一美君） 

 質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 討論を終わります。 

 採決します。議案第28号 職員の特殊勤務手当に関する条例及び鹿島市国民健康保険条例

の一部を改正する条例の制定については、これを提案のとおり決することに賛成の諸君の起

立を求めます。 

    〔賛成者起立〕 

○議長（田一美君） 

 起立全員であります。よって、議案第28号は提案のとおり可決されました。 

      日程第７ 議案第29号 

○議長（田一美君） 

 次に、日程第７．議案第29号 鹿島市税条例等の一部を改正する条例の制定についてであ

ります。 

 当局の説明を求めます。吉牟田税務課長。 

○税務課長（吉牟田 剛君） 

 それでは、議案第29号 鹿島市税条例等の一部を改正する条例の制定について説明いたし

ます。 

 議案書は16ページでございます。 
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 提案理由は、地方税法等の一部改正に伴い、所要の改正をしたいので、この案を提出する

ものでございます。 

 内容については議案説明資料で説明いたしますので、御準備をお願いいたします。 

 議案説明資料の15ページをお願いします。 

 ２の主な改正内容です。 

 (1)固定資産税の改正内容です。 

 アについては、今までも宅地や農地などに行ってきた負担調整措置を令和３年度から５年

度の３年間継続するものです。 

 負担調整措置という仕組みは、バブル期の地価上昇によって発生した自治体間の税負担の

均衡を是正するために平成６年度に導入された制度です。地価公示価格の７割をめどに課税

標準額を緩やかに上昇させて評価額に近づけていくという措置のことです。 

 次に、イです。今回は３年に１度の評価替えを行っております。この評価替えに対して課

税標準額が増加している土地については、令和３年度に限り前年度の課税標準額に据え置く

という特例の措置です。これはコロナ禍の状況を踏まえて納税者の負担感に配慮したもので

す。これに伴い、影響額として税額では約1,000千円の減収とはなりますが、今回の増額を

しないということで、そのまま据置きということになりますので、税額の減収ということに

はなりません。 

 次に、(2)の軽自動車税の措置で、①の環境性能割の税率区分の見直しと②の環境性能割

の臨時的軽減の延長です。 

 環境性能割とは、自動車取得時に１回限り支払うもので、令和元年度に消費税が10％に増

税された際に、これまでの自動車取得税に代わり燃費性能に応じた課税として導入されてい

ます。燃費性能に応じてゼロから２％の範囲内で課税される制度ということになります。 

 ①の税区分は、これまで令和２年度燃費基準を基に税率が規定されていましたが、その目

標年度が到達したことから、新たに令和12年度基準を設定し、その新基準に基づいた令和３

年度から４年度の税率区分が見直されたところです。ただし、税率自体はゼロから２％とい

ままでと変わりはありません。 

 ②の環境性能割の臨時的軽減の延長は、令和３年３月31日までに取得した自家用乗用車に

限り税率を１％分軽減するものとされてきましたが、これについても経済の動向や国民や企

業などの環境保全に対する行動を促す動機づけとして、この特例措置の適用期限を９か月延

長し、令和３年12月31日までに取得した車両を対象とするように期間が延長されたものであ

ります。 

 なお、この軽減措置に係る減収分は地方特例交付金によって全額国費で補塡されることが

決定しています。 

 次に、③の種別割のグリーン化特例の見直しです。16ページを御覧ください。 
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 令和元年度の税制改正では令和３年から種別割の軽減対象を電気自動車に重点化すること

となっており、軽貨物自動車は、ガソリン車を対象外とし、電気自動車、天然ガス自動車に

限定した軽減です。営業用乗用車は、電気自動車、天然ガス自動車及び令和12年度燃費基準

を一定以上満たしたガソリン車を軽減対象としています。 

 なお、この種別割の軽減は令和３年４月１日から令和５年３月31日までに取得し、翌年度

のみを対象としますので、令和４年度、５年度の課税分が対象となります。 

 次に、(3)の個人住民税における対応です。 

 ①の住宅ローン控除の特例の延長と要件緩和は、まず、控除期間が13年に該当する納税義

務者について、引き続き所得税額から控除し切れない額を個人住民税から控除すると改正さ

れています。適用期限の延長の対象者としては、改正前において令和３年中に入居した者は

控除期間を10年としていたものを13年間として、また、令和４年以降の入居については控除

対象として規定されていなかったものを令和４年中に入居した者についても13年間を控除期

間として適用すると改正されています。ただ、控除対象者の条件としては、契約期限と入居

期限をページ16のほうに記載しておりますので、後で御覧ください。 

 次に、イの項目で今回の改正では控除を受ける年の合計所得10,000千円以下であることを

条件に、40平米以上から50平米未満でも控除を受けられるよう、面積要件が緩和されていま

す。今までの控除対象は合計所得が30,000千円以下で、かつ床面積が50平米以上を条件とし

ていたものです。 

 次に、②の特定一般用医薬品等購入費に係る医療費控除の特例の延長です。 

 人間ドックや特定健診などの健康増進及び疾病予防の取組において購入されたスイッチ

ＯＴＣ医薬品と言われる医薬用から転用された医薬品の購入費用を対象とした医療費控除に

ついて、特例の適用期限を５年間延長すると改正がされています。 

 スイッチＯＴＣ医薬品の例としては、解熱鎮痛剤、胃腸薬、肩こり・腰痛などに効果のあ

る湿布薬などがあります。 

 17ページを御覧ください。 

 ③の均等割及び所得割の非課税限度額における国外居住親族の取扱いの見直しです。 

 令和２年度税制改正では国外居住親族の扶養控除見直しは個人所得税に関してのみ改正さ

れていたところでしたが、今回の令和３年度税制改正で個人住民税についても同様の見直し

をすることになりました。具体的にはアに記載のとおり、国外居住親族について扶養控除を

受ける場合、29歳以下または70歳以上の者に限定し、住民税の均等割及び所得割の非課税限

度額の算定基準から除外するものと改正されています。ただし、扶養控除の対象外となる30

歳以上69歳未満の者のうち、留学を理由に国外に居住する方、障害をお持ちの方、または納

税義務者から教育費や生活費として年間380千円以上の支払いを受けている方については、

その証明となる書類等の写しを提出することで扶養控除の該当とすることができます。 
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 黒枠に所得税法の改正後条文を記載しておりますので、後ほど御参照ください。 

 次に、(4)です。第２条関係となりますので、これは上位法である地方税法の条文を引用

している箇所があります関係上、条文の追加や削除などにより既定の項が変更しているため、

その部分を整理するための改正ということになります。 

 以上が今回の税条例改正の主な改正点となりますが、市民に対しての全体的な負担増とい

うことは今回はなく、軽減措置等の期間延長が主になっております。 

 続いて、３の施行期日です。 

 (1)の固定資産税の措置から(2)の軽自動車税の措置、(3)の個人住民税の対応のうち、ア

の住宅ローン控除の特例の延長及び要件緩和と(4)の地方税法等の引用条文について整理す

るための改正までが公布の日となります。 

 (3)のイ、特定一般用医薬品等購入費に係る医療費控除の特例の延長については令和４年

１月１日、(3)のウ、均等割及び所得割の非課税限度額における国外居住親族の取扱いの見

直しについては令和６年１月１日となります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（田一美君） 

 質疑に入ります。質疑ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 討論を終わります。 

 採決します。議案第29号 鹿島市税条例等の一部を改正する条例の制定については、これ

を提案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

    〔賛成者起立〕 

○議長（田一美君） 

 起立全員であります。よって、議案第29号は提案のとおり可決されました。 

 ここで10分ほど休憩いたします。11時10分から再開します。 

午前10時59分 休憩 

午前11時10分 再開 

○議長（田一美君） 

 休憩前に引き続き会議を開き、議案審議を続けます。 

      日程第８ 議案第30号 
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○議長（田一美君） 

 次に、日程第８．議案第30号 令和３年度鹿島市一般会計補正予算（第３号）についてで

あります。 

 当局の説明を求めます。村田企画財政課参事。 

○企画財政課参事（村田秀哲君） 

 それでは、議案第30号 令和３年度鹿島市一般会計補正予算（第３号）について御説明い

たします。 

 議案書は25ページでございます。 

 本案について、別紙のとおり補正予算書を提出するものでございます。 

 説明は補正予算書と議案説明書でいたしますので、お手元に御準備をお願いします。 

 補正予算書の１ページをお開きください。 

 今回の補正は、予算の総額に7,749千円を追加し、補正後の予算の総額を16,176,025千円

といたすものでございます。 

 ２ページから５ページにつきましては、今回補正の集計表となっております。 

 ６ページをお開きください。 

 第２表 地方債補正でございます。変更分として、社会資本整備総合交付金事業を4,200

千円から12,000千円に増額するものでございます。 

 ７ページから８ページは、今回補正の事項別明細書となっております。 

 ９ページから14ページは歳入でございます。主なものを御説明いたします。 

 ９ページをお開きください。 

 14款２項２目．民生費国庫補助金は、保育対策総合支援事業費補助金を3,900千円、子育

て世帯生活支援特別給付金を給付事業費分で27,150千円、事務費分で4,015千円を計上する

ものでございます。 

 14款２項５目．土木費国庫補助金は、社会資本整備総合交付金（道路事業）を8,652千円

増額するものでございます。 

 10ページをお開きください。 

 15款２項７目．教育費県補助金は、国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会競技施設

整備費補助金で11,085千円を増額するものでございます。 

 11ページをお開きください。 

 17款１項１目．総務費寄附金は、個人様からのふるさと人材育成支援寄附金として150千

円を計上するものでございます。 

 12ページをお開きください。 

 18款１項１目．基金繰入金は、財政調整基金繰入金で19,000千円を増額するものです。 

 13ページをお開きください。 
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 20款５項６目．雑入は、コミュニティ助成事業助成金で9,200千円を計上し、スポーツ振

興くじ助成金を83,653千円減額するものです。 

 歳出につきましては、別冊の議案説明資料で御説明いたします。 

 議案説明資料の18ページをお願いいたします。 

 議案説明資料の18ページから20ページは、今回補正の増減比較表を、21ページと22ページ

は、歳入の概要です。先ほど御説明いたしましたので、御参照ください。 

 23ページをお願いします。 

 歳出概要です。ナンバー１のふるさと人材育成支援事業は、指定寄附によるふるさと人材

育成支援基金積立金150千円を計上しています。 

 ナンバー２の地域振興事業は、コミュニティ活動備品などの整備として４件に対しまして

コミュニティ助成事業交付金9,200千円を計上するものです。 

 ナンバー３の保育対策総合支援事業は、保育環境改善等事業補助金として7,800千円を計

上するもので、保育所等における新型コロナウイルス感染拡大防止対策に係る支援を行いま

す。 

 ナンバー４の子育て世帯生活支援特別給付金給付事業は、子育て世帯生活支援特別給付金

の給付に要する経費を31,165千円計上しており、新型コロナウイルス感染症による影響が長

期化する中で、既に措置を行っておりますひとり親世帯以外の子育て世帯に対し、給付金を

支給いたすものです。 

 ナンバー５の企業等農業参入支援事業は、企業等農業参入支援事業補助金を2,000千円計

上しており、遊休農地の解消や新たな雇用の創出などを目的として、一定の要件を満たす新

規農業参入企業に対し、生産基盤整備支援及び事業継続支援を行います。 

 ナンバー６の社会資本整備総合交付金事業は、国からの内示に伴い、暮らしに身近な道路

の安全性を向上させるため、市道新町～組知線ほか２路線の整備に17,304千円を計上いたし

ております。 

 ナンバー７の空き家登録活用事業は、空き家バンク制度を活用した移住・定住希望者の増

加見込みにより空き家活用助成金を1,500千円増額計上しております。 

 ナンバー８の蟻尾山公園管理事業は、市民球場スコアボード改修工事の仕様変更に伴い

61,483千円を減額するものです。 

 今回の補正の予算の主な内容は以上でございます。 

 なお、24ページには６月補正後の市債現在高の見込み調書を、25ページには６月補正後の

積立基金の状況を記載しておりますので、御参照ください。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（田一美君） 

 質疑に入ります。質疑ありませんか。１番中村日出代議員。 
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○１番（中村日出代君） 

 １番の中村です。よろしくお願いいたします。 

 議案第30号の補正予算書の17ページ、農政事業費の2,000千円についてお伺いします。 

 まず、この事業についての紹介をお願いいたします。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えいたします。 

 企業進出の補助ということで今回計上させていただいております。これにつきましては、

今回、鹿島市のほうに放牧をされる企業が進出されるということで、それに対応した形で今

回制度のほうをつくらせていただくというような形で補助制度を考えているところでござい

ます。 

 この補助金の内容につきましては、企業が参入されるときに、その最初の農地とか施設等

の初期投資をされるときの基盤整備の支援と、それから、継続していただくために、雇用さ

れる分について補助をするというふうな形での２つのメニューから成っております。 

 この補助の目的は、遊休農地の解消と活用、それから、新しい鹿島にとっての担い手の創

出、それから、雇用の創出というふうな形を目的としているものでございます。 

 まず、要件としましては、市内に事業所を有して、市との進出協定を締結し参入する企業

など、それから、市内在住者、または市外からの転入者を２名以上、常用労働者として雇用

する企業等、それから、市内の遊休農地を１ヘクタール以上活用する見込みの事業であるこ

とということを要件としております。 

 これにつきましては、補助につきましては、先ほど言いました初期投資の部分ですね、農

地の再生整備、それから、例えば、荒れている場合は伐採とか、進入路の整備とか、場合に

よっては施設、ハウスとか、農業機械の導入をされますので、その初期投資の分につきまし

て費用の２分の１を補助するということと、それから、２つ目のメニューの事業継続支援と

いうことで、市内在住者、または市外からの転入者を２名以上、常用労働者として雇用する

場合には、一月当たり100千円を補助するということで、参入初年度につきましては、この

２つの合計額の補助を2,000千円を上限ということで補助をさせていただくというふうな内

容になっております。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 １番中村日出代議員。 

○１番（中村日出代君） 

 それで、補助金を出す市の根拠規定ですね、市の条例と、何条で出すのかを教えてくださ
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い。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えいたします。 

 この補助につきましては、鹿島市企業等農業参入支援についての補助金の交付要綱という

のを定めていきたいと思っております。これにつきましては、鹿島市の補助金交付規則に

のっとった形で事項を定めていきたいということを考えております。 

○議長（田一美君） 

 １番中村日出代議員。 

○１番（中村日出代君） 

 条例の名前を聞きよっとです。市の条例の名前を教えてください。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 これにつきましては、先ほど言いました補助金交付要綱を定めますので、それにのっとっ

て補助をしていくということになります。 

○議長（田一美君） 

 １番中村日出代議員。 

○１番（中村日出代君） 

 市の条例には、鹿島市企業立地促進地区特区における奨励とか規則とか、鹿島市肉用牛特

別とか、いろいろ条例があると思うんですよ。その条例を聞いているんです。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えいたします。 

 先ほど言いましたように、補助金交付要綱を定めることになりますが、これは鹿島市の補

助金交付規則に定めるところを基本として定める要綱となりますので、それに応じて補助金

のほうを支出というか、補助をしていきたいということを考えております。 

○議長（田一美君） 

 １番中村日出代議員。 

○１番（中村日出代君） 

 よく分かりませんでしたけれども、次に協定書について質問いたしたいと思います。 

 協定書はありますか。その協定書の第８条に、乙は地域社会との調和、協調に努めるもの
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とし、地域住民等と連携して、次の事項に協力するものとするとなっていますね。 

 (1)集落道路の維持管理に関すること。(2)水利施設の利用、維持管理に関すること。(3)

家畜排せつ物の適切な管理に関すること。これは協定書ですから、契約書よりも大まかにし

てあると思いますけれども、この維持管理に関することということは、人も費用も出すとい

うことですか、そこの企業は。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えいたします。 

 この８条のほうですね。乙は進出企業のほうになりますけれども、地域社会との調和、協

調に努めるものとし、地域住民等と連携して、次の事項に協力するものとするということで、

先ほど言われました集落道路の維持管理、それから、水利施設の利用、維持管理、家畜排せ

つ物の適正な管理ということを地域と協力して、地域に影響、苦情等が出ないような形で

やっていただくというようなことを定めております。 

 これにつきましては、企業のほうがこういった取組をされるというところを定めているも

のでございまして、市のほうから特段これについて費用とかそういったものを出すというと

ころは考えておりません。 

○議長（田一美君） 

 １番中村日出代議員。 

○１番（中村日出代君） 

 もし何かあった場合は、それは地区の方と契約をしているわけですか、その会社は。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えいたします。 

 まず、この協定につきましては、鹿島市と進出企業等で結ぶということで、これにつきま

しては、その目的としては、第１条のほうに農場開設及び持続可能な経営の実現並びに地域

社会との調和を図ることを目的として、そのためにこの協定を結んでおります。基本的には、

地域にとってのメリットが生じるようにということでこの協定を結んでおりまして、その中

に地域に対しての配慮とか、そういった影響を与えないような形とか、協力というところを

企業のほうにもお願いをするという形で、それに対して、市としましてもいろいろな面で農

用地の調整だったりとか、施設等を整備されるときにいろいろと協力をするというふうなお

互いの立場で協定を結んでおります。 

 あと、実際地域に入られますので、そこにつきましては、また地域の方と企業のほうと細
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かいいろいろな取組については取り交わしをされることになるか、そこら辺のところはまた

その立場で行われることになると思います。 

○議長（田一美君） 

 １番中村日出代議員。 

○１番（中村日出代君） 

 それでは、大まかにもあまり決めていないということですね。そのいろんなこと、管理と

かいうとには人を出すとか費用を出すとか、そういうのは全然決めていないということで

しょう。市としては、会社とは。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えいたします。 

 この協定は、先ほど言いましたように、目的のためにお互いの立場で考え方というか、そ

ういった取組の基本的な考え方を示しているものでございます。この中で、当然言いました

ように、地域の農業だったりとか地域社会の振興のために寄与することをお互いの立場で確

認をしている協定でございまして、その目的のためには具体的な、例えば、農地の確保につ

きましても、今、市のほうでも農業委員会等で確保に向けての調整をしていったりとか、施

設等の確保ということでありますけれども、ここら辺につきましても、国の補助制度等を活

用されていろいろと施設整備をされる計画でございまして、こういったところの補助金の申

請とかいうところは、国、それから、県のほうにもお願いしながら、私たちの立場で一緒に

そこら辺の申請とかについても調整をしながら行っていると。具体的にはそういったところ

は行っております。 

○議長（田一美君） 

 １番中村日出代議員。 

○１番（中村日出代君） 

 私が聞いているのとちょっと答えが違うような気もしますけど、これは次に行きます。 

 事前連絡というか、第９条ですね。乙は、経済情勢及び不測の事態により、事業の中止等

やむなきに至るおそれがある場合は、事前に甲に連絡して、その対応策に最善の措置が執ら

れるよう努めるものとするとなっています。この不測の事態というのはどういうのを想定し

ていますか。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えをいたします。 
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 ここにつきましては、不測の事態ということで、何を想定している──今想定は具体的に

どういったものというところはございませんが、まさしく不測ということでございますので、

我々としてはやはりこういった企業が入ってきていただくことで、新たな担い手、それから、

耕作放棄地の活用ということで、地域にとって、地域農業にとって、よい影響を与えるとい

う効果があるということで入ってきていただくということを意義として捉えております。そ

れができなくなってしまう、効果が現れなくなってしまう場合というのは、例えば、事業継

続が難しくなったりとか、そういったことも何らかの影響で出てくる可能性がありますので、

そういったこともその一つになるのかなというのは考えております。 

○議長（田一美君） 

 １番中村日出代議員。 

○１番（中村日出代君） 

 今のもよく分かりませんでしたけれども、それでは、その対応策に最善の措置が執られる

ように努める。この対応策というのはどういうのを想定しているんですか。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 これにつきましても、どういったことが起こるかというのが今のところ具体的なケースと

いうのがなかなか明確にお話しはできない部分があるんですけれども、先ほど言いましたよ

うに、例えば、事業継続がいかなくなった場合とか、そういったときに、そこにいろいろな

投資をされた設備だったりとか、いろいろそういったところについて、仮にそういった場合

でも地域、地元に対してそういったところが悪影響にならないような形で配慮していただく

というようなこともその一つかなということを考えております。 

○議長（田一美君） 

 １番中村日出代議員。 

○１番（中村日出代君） 

 契約書じゃないですからそういう細かいところまでは必要ないと思いますけれども、せっ

かく協定書を作っているんですから、もう少し緻密に考えられて、地域住民の方のことも思

われて協定書を作っていただきたいと思います。終わります。 

○議長（田一美君） 

 ほかに質疑はありませんか。７番中村一尭議員。 

○７番（中村一尭君） 

 ７番の中村一尭です。さっきの１番の中村日出代議員と関連の質問なので続けさせてもら

いますけど、今回、鹿島市にそういった企業が進出をされるということで、非常に関係者の

皆さんは努力されたことだと思います。鹿島市の畜産だったり産業に大きく貢献していただ
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きたいというふうに思っていますので、よろしくお願いします。 

 この中で１つ質問なんですが、鹿島市と企業、そして、地区、地域住民の方が今後どのよ

うに産業を盛り上げていくか、地域を盛り上げていくかというのが非常に重要だと思ってお

ります。 

 先ほど企業には１年間で2,000千円ぐらいの助成があるということでお伺いをしました。

じゃ、地域と一体になって今後どのようなことができるのかというのを私は非常に考えてい

ます。というのも、課長も御相談したとおり、たしか５月末ぐらいに、ここの地域の畜産関

係の水道施設が壊れた案件があったですね。十何年前に農林のほうで補助金で水道施設を建

てて、今回、５月末ぐらいに雷で壊れたということでした。そこの水道は畜産関係が非常に

利用されるということで、ある牛舎では月に500トンやったですかね、使われているところ

もあったというふうに聞いています。そこは、このトゥルーバさん、進出企業も使われる水

道ということで想定をされているようでした。 

 ５月末に、災害ですかね、雷で壊れたようですけど、そのときに水路に2,000千円ぐらい

の工事費がかかるというふうなことをお聞きしました。これは地域の人たちで負担しなけれ

ばいけないようなお金ということでそのときは区長さんからお聞きしましたけど、そういっ

た畜産関係に主に使われているところで、鹿島とか県の事業費じゃなくて、地域の人たちが

負担しなければいけないようなお金が急にぱっと2,000千円出てくると。進出企業には2,000

千円の奨励金とか想定されているかもしれないけど、進出するそこの地域とか地区の人にそ

ういった畜産関係のための2,000千円とかも拠出できないのかなというふうに私は思ってい

ます。 

 関連した質問になるかもしれないけど、地域と会社と鹿島市と今後どういうふうに連携し

ていくのかとか、産業を盛り上げていくのかとか、そういったことについてお尋ねしたいと

思います。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えをいたします。 

 まず、水道施設、水中ポンプのほうが５月に雷で故障して動かなくなったということで御

相談を受けております。この水道施設につきましては、平成18年、19年ですかね、中山間総

合整備事業ということで七開地区のほうに整備されております。これにつきましては、言わ

れたように、畜産関係での用水でも使われておりますし、当然、地域の方の飲用水でも、水

ということで重要な施設と考えております。 

 これにつきましては、基本的に、まず故障ということで、簡易水道ということになります

ので、水道課のほうの補助が該当することになるかと思いますけれども、もう一つ、雷とい
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うことでございましたので、我々も──畜産に特に用水として使われているというところが

ありまして、災害関係での対応ができないかという御相談を県、国にしているところでござ

います。こちらのほうで該当するようであれば、その分で地元負担も軽くなるような形でで

きるのではないかということを今相談して進めているところでございます。 

 こういったところを含めて、当然、進出される企業がございますので、そこの用水確保も

協力をしていくということで我々も協定のほうで書いておりますので、できるだけそういっ

たところはスムーズにいくように、当然、地元の大事な用水でございますので、そこの確保

に向けて対応していきたいということを考えております。 

○議長（田一美君） 

 ７番中村一尭議員。 

○７番（中村一尭君） 

 分かりました。せっかく進出企業があるわけですから、地元の方もいろんな考えの方もい

らっしゃって、今は一枚岩にまとまって、頑張って応援しようと、やっていこうという気持

ちですので、市、企業、そして地域の人たちが本当に連携して、畜産業がもっと潤うように

頑張っていってほしいと思います。その中で、市で協力できることは引き続きよろしくお願

いします。 

 もう一点あります。議案説明資料の23ページ、８番の蟻尾山公園管理事業です。この件は

全協でも御説明があったんですけど、幅広く市民の皆さんにも知ってもらったほうがいいと

思うので、今回の83,653千円の減額と、その変遷といいますか、どういう状況でこういう形

になったのかというのを、簡単に経緯を説明してもらっていいでしょうか。 

○議長（田一美君） 

 江頭生涯学習課長。 

○生涯学習課長（江頭憲和君） 

 それでは、市民球場のスコアボード改修事業について御説明をいたしたいと思います。 

 市民球場につきましては、平成13年に設置がされておりまして、設置から21年ほどたって

いるところです。 

 2023年に開催予定であった国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会、これが新型コロ

ナの感染拡大の関係で１年延期をされております。鹿島市においては軟式野球とかアーチェ

リーの競技が開催されることになっておるわけですけれども、今回、スコアボードの改修と

いうのが、もちろん国スポに向けた改修でもあるんですけれども、もともと雷によって壊れ

たものを改修しないといけないというようなこともございました。 

 国スポの開催の内定を受けて、団体の視察を受けて、こういうところの改修が必要ですよ

ということがあったんですけど、それについてはスコアボードを改修しないといけないとい

うことはありませんでした。その視察後なんですけど、落雷でスコアボードのほうが大きく
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故障してしまって、市内業者ではちょっと手に負えないということで、メーカーだったりと

かメーカーの下請のほうに調査をしていただいたんですけれども、既存のスコアボードが磁

気反転式という方式のスコアボードなんですが、それがメーカーとしても事業撤退であると

か部品が製造できないとかいうことで、既存のままではとても改修ができないと。 

 じゃ、どうすればいいかということで、スコアボード全体にＬＥＤのシートを貼って改修

しようということで計画をいたしておりました。これについては、スポーツ振興くじも財源

を使いながら、県の補助も受けながら、改修をする予定としておったところですけれども、

このスポーツ振興くじの助成事業が不採択になったこともありまして、県のほうにも御相談

を差し上げて、県の補助はそのままつけられますよということだったんですけれども、もと

もと１億円程度のスコアボードの改修を予定していたんですが、もともとの事業計画のまま

で進めれば、一般財源のほうが純粋に40,000千円以上増額をしなければいけないということ

で、例えば、ほかの助成が何かないかとか、教育委員会の予算の中で切り詰めて何とかそっ

ちに予算を持ってこれないかというような検討もしておったんですけれども、それもなかな

かうまくいかないということになりまして、スコアボードの改修そのものを、全体を改修す

るのではなくて、今の表示の部分を部分的に改修するということで全体的な事業費を抑え込

むということで今回お願いしたいと思っておるところです。 

 もともと工事費を当初の予算では１億円程度お願いすることにしておったんですけれども、

その中から60,000千円ほど減額をしまして、今回お願いしているスコアボードの全体事業と

しては40,150千円の工事費になるということで、財源の組替えをお願いいたしているところ

です。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 ７番中村一尭議員。 

○７番（中村一尭君） 

 分かりました。今の一連の流れだけ聞けば、特段、補助金、助成金が下りないから、それ

はそれとしていいんですが、その助成金が下りないと──スポーツ振興くじ助成金ですよね、

新年度予算のときにはこの金額で計上されたけど、その時点でスポーツ振興くじから83,000

千円、その助成金が下りないことが決定していたにもかかわらず、新年度予算でその予算を

計上していて、結果的に新年度予算ではそれを可決して通りましたけど、もともと80,000千

円下りないと分かっている予算を新年度の予算に計上して可決、じゃ、６月にそれを変更す

ると。私はそういった手続は非常に乱暴な手続だと思います。 

 ２月だったかな、２月にこれは助成が下りないとなったんですよね。もしかしたら執行部

の中で、時間がないからこのままいこうというふうな思いがあったかもしれないですけど、

じゃ、１月だったら取り下げたのかとか、12月だったらよかったのかとか、その辺のことに
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関しては、新年度予算で計上するに当たっては、生涯学習課内で話は出なかったのかですね。

課長が替わったからちょっと経緯は御存じじゃないかもしれないですけど、新年度予算にこ

れは上げているんだから、いろんな経緯があったにせよ、そこはきちんとしておくべきだっ

たんじゃないかなというふうに思っていますけど、その辺についてはどういうふうに考えら

れていますか。 

○議長（田一美君） 

 江頭生涯学習課長。 

○生涯学習課長（江頭憲和君） 

 お答えをいたします。 

 おっしゃるように、スポーツ振興くじの申請を行ったり、その申請がうまくいかなかった

り、その申請がうまくいかなかったときに、一部うまくいかなかったんですけれども、別の

メニューでといいますか、スポーツ振興くじの部分をお願いしたりとかいうことで、１月、

２月、進めてきました。当然、新年度予算の特別委員会のほうでも現地調査のほうで説明す

る機会はもちろんあったんですけれども、担当としては、まずは一番最初に当初予算でお願

いをした事業規模のほうで何とかできないかという担当の思いもあって、一生懸命財源の検

討であるとか、庁内での財源の検討であるとかいう部分をやっていたところです。 

 もちろん、事業費の見直しというか、事業全体の見直しも含めて検討はしておったところ

ですけれども、おっしゃるように、例えば、新年度予算の現地調査あたりで助成金の変更が

あるかもしれないとか、歳入の財源の条件が変わるかも分かりませんというような説明をで

きなかったことにつきましては、本当に申し訳なく思っているところです。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 ７番中村一尭議員。 

○７番（中村一尭君） 

 分かりました。最後にしますけど、そのときにきちんと説明をするとか、入ってこないと

いうのがはっきり、一部でもそれは入ってくるかもしれないけど、分かっているんだったら

きちんと前もって出しておくべき数字だからですね。そこはきちんとしないと、事業をしな

いのは分かっているのに、架空の予算を計上してするようになっているからですね。だから、

やっぱりいろんな弊害とか、これは事務手続が本当に正しいのかなという不信感にもつな

がってきますので、そこはきちんと注意をされて今後事業のほうをしてもらうようにお願い

して、終わります。 

○議長（田一美君） 

 ほかに質疑はありませんか。６番中村和典議員。 

○６番（中村和典君） 
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 ６番議員の中村和典です。先ほど来質問が出ております農業分野への企業進出について、

私のほうから質問をいたしたいと思います。 

 まず、今議会の冒頭に提案理由説明の中で市長のほうから、今回の企業進出についてのメ

リットといいますか、どういうふうな効果を期待しているということで発言があったわけで

ございますが、まず、一番大きな目的が耕作放棄地の解消、それから、２つ目が雇用の創出、

あと、鳥獣害対策とか里山景観の保全、こういった効果が期待されるということで発言が

あったわけでございますが、ここまで取りまとめていただきました市の農林水産課の職員の

皆さん、それから、鹿島市農業委員会の職員並びに農業委員の皆さんには感謝を申し上げた

いと思います。 

 それで、いろいろ私たちも委員会等の中で資料等ももらっておりますが、ちょっと確認し

たいことがございますので、質問いたしたいと思います。 

 今回、鹿島市の耕作放棄地、全体的には704ヘクタールほどあるということでございます

が、そのうちの約19ヘクタールについて、七開区において今回、放牧事業が実施をされると

いうことで、これまでなかった鹿島市の画期的な取組じゃないだろうかということで非常に

期待をいたしております。 

 そこで、今までもいろいろ農業委員会の話題になっておりましたが、この耕作放棄された

集団的なミカン園を今後どのように活用していくかというときに一番最初にポイントになる

のが、底地の、土地の所有者というのがおられます。それを企業等に提供する場合には、利

用権設定あたりの賃借権設定でいくのか、それとも全部売り渡して、売却という方向でいく

のか、この点について、ここの約18.7ヘクタールについて、今どのような状況で進んでいる

のか、具体的に説明をお願いしたいと思います。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えをいたします。 

 今回、この企業参入ですね、放牧をされるところにつきましては、七開地区の中の農地を

中心とした用地となります。言われますように、約18ヘクタールぐらいになるんですけれど

も、この中に地権者が約50名前後いらっしゃるというふうな状況でございます。この中で、

企業のほうの土地の権利につきましては、基本的には取得をするということで考えておられ

ます。ただ、どうしても一部、権利関係、もともとの権利者の関係で、まだそこら辺の調整

がきかないところは利用権設定であったりとか、貸借権の中でされるということでございま

すが、大部分の土地が所有権移転できるという見込みとなっております。 

 今現在ですけれども、12月までに予定がされているところが、あっせんで所有権移転が12

月末までに終わるのが約15ヘクタールぐらいになる見込みでございます。 
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○議長（田一美君） 

 ６番中村和典議員。 

○６番（中村和典君） 

 この話題は、今、テレビとか、それから、農業新聞等でも大きく取り上げられて全国的に

紹介をされておりますが、鹿島市にとって、市長が冒頭申された効果ですね、この効果以外

に、市として最も注目しなきゃいけない点が幾らかあるかと思います。例えば、それに対す

る支援金とか補助の問題も先ほど来説明があっておりますが、地元からの雇用に対して、従

業員の給与に対する市税とか、それから、現地での畜舎の建設に対する固定資産税の収入と

か、あるいは機械導入に対する減価償却費の収入とか、あるいは繁殖等、子牛の販売による

代金の益ですね、そういったものについて、市としてどれくらいの範囲で今精査をされてい

るのか。鹿島市が受け入れて支援をするという方針は十分理解できるんですが、この後、市

が直接企業のほうと関わられる中で、どういうふうな鹿島市に対する本当の経済効果が出て

くるのか、その辺をどういうふうに今試算しておられるのか、まず、その点についてお伺い

したいと思います。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えいたします。 

 今回、この企業が鹿島市のほうに進出されて事業を開始されることに対しての経済効果、

どれくらいメリットがあるのかというふうなお尋ねだと思います。 

 まず、直接的に市のほうで考えられるというのは税収とかになるのかなと考えております。

固定資産税は、土地につきましては、もともと所有者の方が払われていたので、その分がプ

ラスになるということはございませんが、導入をされる償却資産等がございますので、そう

いったところの償却資産の固定資産税の増とか、車両関係ですね、いろいろ導入されると思

いますので、そういったところの自動車税のことだったりとか、そういった固定資産税関係

と、あと、雇用のほうを予定されているということでございます。２名から３名の方が鹿島

市内の住民ということで雇用されるということを想定しながら、具体的にどれくらいの税収

というのは、細かくはちょっと試算としては小さい数字は出せないですけれども、そこら辺

を含めて考えますと、数年ですね、ここ四、五年の中で、ある程度市のほうから助成をする

分につきましては税収としても上がってくるのかなというのを、ここはあくまでも概算とい

うことでのつかみです。それ以外に経済効果としましては、地元での資材とか、そういった

ものを企業として購入されるとか、あとは事務所を設けられますので、そういったところの

費用というのも当然上がってくると思います。法人市民税とかいうところも可能性としてあ

りますので、いろいろなところがあると思います。市に直接入ってくるような税的な効果と、
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それ以外の経済効果は見込まれるのではないかと考えています。 

○議長（田一美君） 

 中村和典議員にお尋ねします。まだ質問は続きますでしょうか。６番中村和典議員。 

○６番（中村和典君） 

 それでは、最後に市長にお尋ねをしたいと思いますが、いよいよ鹿島市において農業分野

への企業参入が動き出すわけでございますが、私たちを含めて、これは鹿島市が今抱えてい

る農政の大きな問題、耕作放棄地の拡大、これを解消するための一つの手段として、今回こ

こに事業が協定まで結んで成立しているわけでございますので、失敗するわけにはいかない

というふうに思っております。 

 それで、これが３か年ぐらいの経過を見ないと事業自体の成否は分からないかと思います

が、市長にお尋ねしたいのは、七開地区における企業参入の実績が顕著に出てきた際には、

今後こういった取組を拡大する意向があるのかないのか、まず、その点についてお尋ねをし

たいと思います。 

○議長（田一美君） 

 口市長。 

○市長（口久俊君） 

 せっかくの御質問ですから、時間があると思ってやりますからお許しをいただきたいと思

います。 

 まず１つは、このケースは失敗は想定しておりません。その理由は、鹿島では、もう６年

以上になりますか、嘉瀬ノ浦というところで、実はこれと最終的な目的を同じにします赤肉

の生産を目的とする牛の導入を既にやっております。現在も８頭ぐらい入っているんじゃな

いかと思います。トゥルーバと同じ、何といいますか、概形になりますけれども、鹿児島大

学の後藤先生、前、九州大学におられたんですけれども、この方が指導に当たっておられま

す。つまり、牛の作るというほうの指導は後藤先生がやっていただくと。それから、一種の、

何といいますか、それに先行する牧場経営の実験という意味では、既に６年ぐらいの実績が

ありますから、それは大変な参考になるんじゃないかと思っております。 

 それと、世間の動きを、やはり世間の風に合わないと、これはうまくいきません、自分た

ちだけでやっても。しかし、ちょうど今から40年前のアメリカの牛肉の消費量は１人40キロ

だったんです。それから40年ぐらいたって、今どのくらいかというと、20キロしかないんで

すよ。これは何を意味しているかというと、一部なかなか、おまえの言うとおりじゃないか

もしれないとおっしゃるかもしれませんが、油を中心とする牛肉の消費については、やはり

健康志向からいって、もう少しハンドルを切り替えたほうがいいんじゃないか。アメリカが

一番顕著でして、もう鶏に移っているんですよ。いわば、その間を狙おうということで、赤

肉、つまり、牧草を中心とする飼養を主眼とした肉牛生産もいけるんじゃないかと。そこに
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まずトゥルーバも目をつけられたということで、これは私どもの考え方と一致をいたしてお

ります。 

 そういう意味で、単に牛の飼育を狙いとする牧場がこのままうまくいくかということでは

なくて、一種の鹿島型の牧場経営というものについてうまくいくようにということで我々は

考えております。それが１点です。 

 それから、もう少し長期的に時間を見ますと、牛は御承知のとおりひづめが割れておりま

して、少しぐらいの傾きの土地ならどんどん上っていって、自分で排せつをして、耕地を耕

すというか、蹄耕法といいますけれども、馬と違いましてそういうことができます、牛が独

特なんですけれども。ちょうどこの地域は、その傾きが、昔、かんきつ園だったですから、

大がかりな整備をしなくても耐えられるという地形的なメリットと、日当たりがいいと。牧

草の生産には非常に有利な土地ですから、そこをひとつ地域のメリットとして利用できるん

じゃないかということですね。 

 もっと距離を、10年単位とか20年単位で見ますと、これがうまくいくことを願っています

けれども、実はこのトゥルーバという会社は、かんきつを一つの専門分野としておられます。

今、唐津で経営しておられますのは、レモンで成功しておられます。ところが、我々の今考

えている土地は、かつてかんきつが植わっていた土地なんですよ。したがって、その土地を

一緒にもう一回、さっき言われたように、温州ミカンがいいかどうかというのはいろいろ議

論があると思いますけれども、かんきつが栽培された土地なので、もう一回かんきつのふる

さとをつくれないのかなということを、もうちょっと時間を引いて考えてはどうかと私自身

は思っているところでございます。 

 とにかくバックとして、背景として、世界が健康志向に向いているときに、こういう自給

率を、土地を活用するという、そういう土地の活用のモデルケースとしてこれが動くように

ということで、牛ですから、すぐ結果は出ません。最初に生まれる子が出てくるのが恐らく

３年後ぐらいになりますから、そこから見ないといけないんですが、条件としては非常にい

い条件を整えているんじゃないかと。この規模で、恐らくこういうスタイルでやるのは全国

でも珍しいと思っていますので、むしろ、市が頑張るということもありますけど、議会の皆

さんも含めて御支援をいただけないかなと、そういうふうに思っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 午前中はこれにて休憩します。 

 なお、午後の会議は午後１時10分から再開します。 

午後０時６分 休憩 

午後１時10分 再開 

○議長（田一美君） 
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 休憩前に引き続き会議を開き、議案第30号の質疑を続けます。 

 ほかに質疑ありませんか。８番稲富雅和議員。 

○８番（稲富雅和君） 

 私も２点質問をさせていただきます。 

 今日の議案説明資料の23ページです。 

 まず初めに、ナンバー２番目の地域振興事業についてであります。 

 この事業は、説明のとおり、コミュニティ助成事業交付金が申請されたということであり

ます。１点気になることがありまして、いい取組をされたなと思っていますけれども、西牟

田地区の自主防災組織が今回、コミュニティ助成事業を受けられたということであります。

説明に投光器等の防災用具とありますけれども、今回2,000千円助成されておるということ

であります。 

 まず、防災用具の中身を教えていただきたいと思います。 

○議長（田一美君） 

 川原企画財政課長。 

○企画財政課長（川原逸生君） 

 お答えをいたします。 

 西牟田区自主防災組織、投光器等防災用具の中身ということでございます。 

 まず、申請者につきましては西牟田区自主防災会ということで申請をいただいております。

事業内容につきましては自主防災組織育成助成事業ということで今回助成を受けているもの

でございます。 

 その内訳といたしましては、防災資機材等の整備及び備蓄、そして、投光器、訓練用消火

器、発電機、リヤカー、担架、消火用バケツ等となってございます。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 ８番稲富雅和議員。 

○８番（稲富雅和君） 

 2,000千円という大金でありますけれども、いい参考事例だと思っておりますけれども、

先ほど等々で、時間もあるから短縮されたかもしれませんけれども、もう少し具体的に教え

ていただければ。 

○議長（田一美君） 

 川原企画財政課長。 

○企画財政課長（川原逸生君） 

 それでは、もう少し具体的に申し上げたいというふうに思います。 

 本事業の目的及び内容につきまして、同防災会から提出をしていただいております。防災
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訓練、防災資機材等の整備及び備蓄と管理というふうなことで主な事業内容となっておりま

す。 

 その支出の内訳でございます。全部申し上げてよろしいでしょうか。（「まあまあ多かと

やろう」と呼ぶ者あり）20ぐらい。申し上げましょうか。先ほど申し上げました内容と若干

重複するところもございます。御容赦いただきたいというふうに思います。 

 防災用垂れ幕、ガソリン式発電機、ガソリン携行缶、ショベルの丸ショベルと角ショベル、

組立てリヤカー、消火用バケツ、総合格納袋、保護帽、二つ折り担架、毛布、防災用かまど

セット、ブルーシート、訓練用消火器、投光器、ワイヤレスメガホン、一輪車、メガホンと

いうふうになっております。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 ８番稲富雅和議員。 

○８番（稲富雅和君） 

 分かりました。自主防災組織でこういった活動をされるのは初めてだと思っていますし、

私個人も非常に参考になったところであり、こういった助成がほかの地区にも広がればなと

いう思いで質問させていただきました。 

 補助金の制度を活用するのはほかにいろいろあると思いますけれども、ほかの地区でもこ

ういった申請をされている地区があるか、教えていただきたいと思います。 

○議長（田一美君） 

 川原企画財政課長。 

○企画財政課長（川原逸生君） 

 お答えをいたします。 

 今回、西牟田区自主防災会が該当になってございますが、これまで幾つかの自主防災組織

がこの助成の対象となっております。今現在、申請をしていただいているのがほかに２地区

ございます。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 ８番稲富雅和議員。 

○８番（稲富雅和君） 

 分かりました。今後も自主防災組織の活性化につなげていただけるように、市もしっかり

とバックアップをお願いしたいと思います。 

 次の項目です。23ページの７番、空き家登録活用事業です。今回、補正を使って予算を計

上されておりまして、空き家バンク制度を活用した移住・定住希望者の増加ということで３

件申請されております。 
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 参考までにですけれども、地区名等を公表できるなら教えていただきたいと思います。 

○議長（田一美君） 

 山浦都市建設課長。 

○都市建設課長（山浦康則君） 

 お答えします。 

 今回、補正でお願いしている分は３件ですけれども、当初分で１件ありますので、合計し

て４件の希望者が出ております。 

 移住希望の場所ですけれども、大字納富分、集落は井手分になります。それとあと、高津

原の中牟田地区、浜の湯ノ峰地区、北鹿島の常広地区の４件になります。 

 以上でございます。 

○議長（田一美君） 

 ８番稲富雅和議員。 

○８番（稲富雅和君） 

 分かりました。この空き家対策事業に対して移住・定住をしていただいた、これは非常に

ありがたいことだと思っていますので、今後もそういった形で空き家を利用してもらえれば

いいと思っていますけど──けどです。非常に活用できない空き家も多くある中で、行政代

執行という道筋もあります。そのためには長い年月があって、指導とか助言、そしてまた、

勧告、命令、そして、行政代執行となるわけでありますけれども、鹿島の方向性としては行

政代執行は今のところ考えておられないと思っていますし、こうやって空き家を活用してい

ただく人を探すというのも非常にいい方向だと思っています。 

 でも、最終的に行政代執行をしなくちゃいけない、そういった判断をするときが来ると思

います。その点で関連して１点だけ問題点をお聞きしたいと思います。そういった場合に、

撤去費用というのが税金でまずは執行されるわけでありますけれども、そのときに全国的に

行政がその撤去費用を回収できないというのがやはり行政を圧迫する非常に大きな問題点と

なっているわけであって、今の現状として市は行政代執行はあまり考えておられませんけれ

ども、そうなったときのためにも今のうちに条例なり規約なり決めておかなくちゃいけない

と思っています。その点、関連質問でありますけれども、市の対策をどう考えておられるの

か、お聞きしたいと思います。 

○議長（田一美君） 

 山浦都市建設課長。 

○都市建設課長（山浦康則君） 

 お答えします。 

 危険空き家につきましても、今年度から都市建設課の住宅係のほうで空き家対策の一本化

ということで業務を行うことになりました。議員おっしゃるとおり、いろいろな危険空き家
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については諸問題がございますので、今条例のほうを整備するよう、課でも勉強しながら進

めているところです。 

 空き家につきましては、平成30年の住宅土地調査では市内に約1,460件あるということで

報告がされております。この中には二次的な住宅とか、あと、賃貸住宅とか、売却用といっ

た、空き家についてもいろんな種類がございまして、ここら辺をもっと詳しい空き家の実態

を調べて、よりよい定住につながる活用法とか、おっしゃられる危険空き家の除却の件とか、

今後も対策を練っていきたいと考えているところでございます。 

○議長（田一美君） 

 ８番稲富雅和議員。 

○８番（稲富雅和君） 

 分かりました。そこは早急にというわけにもいかないと思いますけれども、取りまとめを

していただきたいと思いますし、回収不能というのは避けたいところであります。国の支援

等も必要になってくると思いますので、今年度中とは言いませんけれども、その辺まとめて

いただきたいと思いますので、よろしくお願いして、質問を終わります。 

○議長（田一美君） 

 ほかに質疑ありませんか。11番松尾勝利議員。 

○11番（松尾勝利君） 

 今まで数名の方が質問をされておりますが、企業等の農業参入支援事業の補助に対するこ

とについて質問したいと思います。 

 今回、新規でこの事業を鹿島市として立ち上げられたというふうに思っております。企業

による農業参入は2009年に農地法が改正されてから順次広がってきて、今全国では3,000を

超える法人が企業の農業参入をしてもらっておりますが、鹿島市独自でこういう補助金をや

るということで、この説明の中に補助対象者の要件として挙げられておりますが、この要件

の内容についてどういう基準で決められたのか、そこら辺のことをお伺いしたいと思います。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えをいたします。 

 今回この企業進出の支援事業ということで補助をするに当たっての要件ですけれども、言

いましたように、目的が遊休農地の解消と活用、それから、新たな担い手の創出、それから、

鹿島市にとって雇用の創出というような形を３つの大きな目的としております。 

 あとは、当然、地元にとっても、その地域にとってもよい効果をもたらすものがいろいろ

とほかにも考えられますので、そういったところを含めた中で、市にとってもそういったメ

リットというか、振興に向けて企業が取り組んでいただく、また、企業もそういった形で応
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えていただく、お互いのそういったところを進出協定という形で締結をして、地域にとって

も責任を持って取り組んでもらうというようなところを一つの要件としております。 

 それから、雇用創出ということでございますので、まず、雇用については地元の方の雇用

をお願いしたいということで、２名以上の市民の方の雇用を条件としているところでござい

ます。 

 全国的な課題ですけれども、鹿島市は耕作放棄地の拡大がしておりますので、この解消、

活用というところを目指していきたいということで、遊休農地１ヘクタール以上の活用を見

込んでいただくというようなところを要件として掲げているところでございます。 

○議長（田一美君） 

 11番松尾勝利議員。 

○11番（松尾勝利君） 

 分かりました。企業が参入してくるある程度の要件を整えて、それに合致したものを補助

金の対象とするということであろうかと思います。 

 それで、これが初めての例として、今後も企業が参入したいというような例が出てくると

いうふうに思います。そういうときに、今ここに挙げられているような条件の下で、さっき

話があったんですけど、鹿島市でも企業参入に対しては助成しますというような要綱を定め

るというようなお話があったんですが、それについて具体的にどういうふうな進め方をされ

るように考えておられますか。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えをいたします。 

 補助金を出すに当たっては、先ほどもちょっとお答えをしたんですけれども、この補助金

の交付要綱というものを定めることになります。これにつきましては、手続的には鹿島市の

補助金の交付規則を基本として、そこに沿った形で基本的な形はつくりますけれども、先ほ

ど言いました要件とか補助の内容につきましては、この中で具体的に定めていくことになり

ますが、これはあくまでも行政内部の事務的な要綱ということになりますので、担当課のほ

うで要綱を定めて、決裁を受けて、具体的なその補助の決まりごとを要綱としてまとめてい

くということになっていくと思います。 

○議長（田一美君） 

 11番松尾勝利議員。 

○11番（松尾勝利君） 

 分かりました。いろんなケースが出てくるというふうに思います。やはり企業側としても

いろんな思いの中で鹿島市に進出をしていきたいということであろうかと思いますので、要
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綱で定められて、そこでがちっと固めてしまうのではなくて、ある程度そこら辺は柔軟性を

持ってやっていただくようにお願いしたいと思います。 

 それともう一つ、どうしても気がかりなのが、先ほども出ていましたけど、企業進出して

きたと、やっぱり地元の地権者なり、地元の人たちとのトラブル、お互いに協調性を持って

事業を進めていくというのが理想だと思いますが、どうしてもそういうことが出ることも考

えられる、そういうふうに思いますので、やはりそこら辺のところをもう少し参入する企業

の人と地元、それから、市とやはり話合いを詰めておかなければいけないというふうに思い

ますが、そのことについてどうお考えでしょうか。 

○議長（田一美君） 

 山﨑農林水産課長。 

○農林水産課長（山﨑公和君） 

 お答えをいたします。 

 言われるように、地元の方もですけれども、関係する業種の方のところとも市にとっても

メリットというところも含めて十分理解をしていただく必要があります。 

 今までの経過を少しお話しさせていただきますけれども、今回進出される地区というか、

土地につきましては、以前、別の事業経営体がお茶の畑ということでの進出の話があって、

そのときに地元地権者の方ともいろいろ調整をした経緯がありますけれども、最終的にここ

が進出まで至らなかった経緯がございます。その後、地権者の方々もそういった話が今後も

あれば、ぜひ耕作放棄地の状態にするよりも活用していただきたいということでお話があっ

た中で、今回、放牧の話が一つの誘致という形でなったわけでございますが、これに関して

は２年ぐらい前にお話があった中で、地元の方、それから土地改良の関係の方、下流域の方、

当然地権者の方も含めて、今までもずっと説明させていただいて理解をいただいたという経

緯がございます。 

 この中で地権者の方も含めていろいろ所有権移転のところも今進んでいるわけでございま

すけれども、その中で今回の企業につきましては、放牧、まずは繁殖ということで事業を開

始されるということでございますが、特に黒毛和牛ということで、佐賀県でいけば佐賀牛で

すね、この分の子牛ということで繁殖をされるところから始められるということでございま

す。特に今、繁殖農家さんのほうが減少している中で、佐賀牛の子牛がもともと県内の子牛

が導入されるという割合が非常に少ないということで、それに対して地元の子牛を生産して

いくというふうな企業の理念というところがございまして、そういうところが地域農業に寄

与するところということで、この企業のほうは一つの考えを持っておられます。 

 先ほど市長からも話がありましたけれども、行く行く赤肉というところは想定をされてい

るということでございますが、ここはベースとすれば、あくまでも子牛の地元への出荷を基

本としながら、プラスの部分でもしそういった供給先があるのであれば、赤身のほうも一環
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という形で取組を将来的に構想としては持っておられるということです。 

 こういったところを含めて、地元の方、それから、関係業種の方には今後も丁寧にそう

いった対応はしていきたいということを考えております。 

○議長（田一美君） 

 11番松尾勝利議員。 

○11番（松尾勝利君） 

 分かりました。新しい企業が参入するということで、市も関わっていくということで非常

に私たちも評価をするところであります。 

 ただ一方で、やはり地元との調整とか、いろんな難しい問題も出てくるかと思いますので、

そこら辺のところも十分踏まえた上で、今後の企業参入に対する支援もお願いして、終わり

たいと思います。 

○議長（田一美君） 

 ほかに質疑ありませんか。10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 私も２点ほど質問させてもらいます。 

 議案の説明資料の23ページの項目でいけば、２番目の地域振興事業、今回、この名前がコ

ミュニティ助成事業交付金となっています。今までも各地区の公民館とか、そういうふうな

修理とかいろいろ、伝承芸能の太鼓であったり、そういうふうなものの買換えの費用とか、

そういうのがあったんですね。数年前まで佐賀県の事業としてチャレンジ交付金等もありま

した。 

 まずお聞きしたいのは、このコミュニティ助成事業交付金の申請基準を教えてもらってい

いですか。例えば、一度これを申請された地区は何年間か申請できないとか、そういうふう

なのがあると思うんですよ。それについて、これは企画財政課だったと思いますので、答弁

してください。 

○議長（田一美君） 

 川原企画財政課長。 

○企画財政課長（川原逸生君） 

 お答えをいたします。 

 申請期日と申請基準（「申請基準」と呼ぶ者あり）期日はよろしいですか。（「いい」と

呼ぶ者あり）本件につきましては、８月頃に県のほうから募集の通知がございます。それで、

各区長さん、もしくは団体のほうにこういう制度がありますよということで通知をいたしま

す。それで、９月頃、団体のほうから申請をしていただきまして、本庁内で決定いたしまし

て県のほうに申請して認可といったことになります。これは申請の手続でございます。 

 このコミュニティ助成事業につきましては、一般財団法人自治総合センターが宝くじの売
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上げを原資として地域社会の発展を支援するということで社会貢献のための制度でございま

して、先ほど申し上げました区、自治会、自主防災組織等を対象として助成を行っていると

ころでございます。 

 基準につきましては、先ほど申し上げましたように、今回４件を上げておりますが、上３

つがこのコミュニティ助成事業のうちの一般コミュニティ事業で、一番下の先ほどの西牟田

区につきましては地域防災組織育成助成事業のうち自主防災組織育成助成事業というふうに

なってございます。その中で、例えば、一般コミュニティ事業につきまして申し上げますと、

住民が自主的に行うコミュニティ活動の促進を図り、地域の連帯感に基づく自治意識を盛り

上げることを目指すというふうなことで、それに関連する整備等に対して助成が行われてい

るものでございます。 

 基本的に優先順位等がございまして、申請事業ごとで優先順位をつけまして、これまで認

可を受けたことがない区とか、以前に認可を受けたところについてはどうしても優先順位と

しては下がるんですが、新規のところ、もしくは先ほど申し上げましたように、申請内容が

事業の趣旨にまずもって合致をしているかどうか、そこら辺が前提条件となって、こちらの

ほうで決定をして申請を行っているというふうな状況です。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 今回採択されたのがこの４つの事業ということですが、じゃ、昨年８月、県から募集要項

が来て、９月に各区等に案内、振興会もそうでしょうけど、何件の応募があったんですか。

応募件数は何件ですか。 

○議長（田一美君） 

 川原企画財政課長。 

○企画財政課長（川原逸生君） 

 お答えをいたします。 

 先ほど大きく２つ申し上げました。一般コミュニティ事業、そして、自主防災組織、それ

ぞれ申し上げますが、一般コミュニティ事業につきましては申請件数５件でございます。自

主防災組織につきましては３件の申請があってございます。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 この中の自主防災の育成ということで西牟田区のほうが採用されているわけですね。自主
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防災組織についてですが、基本的に鹿島以外は５地区は振興会を通じて浜町自主防災とか七

浦自主防災とかなっているんですね。鹿島だけがこれが出来上がるのが少し遅れていたとい

うことで、今ここに書いてある西牟田の自主防災もそうでしょうし、先日は鹿島の新町も自

主防災組織を立ち上げたということを聞いております。 

 それでは、現段階で自主防災組織は全部で鹿島市内に地区別で幾つあるのか、まずそれを

教えてもらっていいですか。 

○議長（田一美君） 

 岩下総務課長。 

○総務課長（岩下善孝君） 

 お答えいたします。 

 この自主防災組織の設置の状況ということで、鹿島全体でお答えをしたいと思います。 

 鹿島で全世帯数が１万841世帯で、加入世帯数として9,609世帯、カバー率で申しますと

88.64％、約９割が自主防災組織の設置になっております。 

 組織数ですけれども、これは鹿島と能古見を除いたほかの４地区は地区全体で自主防災組

織、例えば、古枝ですと、古枝地区自主防災組織という形でなっていますので、この４地区

は地区単位で、あと、鹿島と能古見は数が非常に多いんですけれども、まだ設立に向けた準

備だったり整っていないというところが幾つかありますが、組織数としては鹿島市全体で先

ほどの４地区も入れて32、サポーターズクラブを入れまして33という数字が現在の状況でご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 私は以前の一般質問でも、この自主防災組織、近年、災害、東北の大きな震災であったり、

その後、こういうふうな自主防災組織を立ち上げようという動きが市内でも広がり、やって

きていると思います。そういう中で、私が再三言っているのは、どうして合同でこの防災の

訓練ができないのかと。鹿島市全体で防災の日、昔は９月１日だったかな、言っていたと思

うんですけど、何でこれができないのかな、何で各地区に任せてしまうのかなと。各地区個

別でやっているところもあります。浜地区もやっています。ああいうふうな酒蔵通り、古い

町並みがありますから、防火に関してそういうふうなことはやっています。 

 しかし、近年、水害等でいろんな被害が出ていることを考えると、合同の自主防災の訓練

が必要だとなおさら私は思うんですが、今年度そういうふうな考え方は持っていらっしゃい

ますか。 

○議長（田一美君） 
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 岩下総務課長。 

○総務課長（岩下善孝君） 

 お答えいたします。 

 自主防災組織につきましては、四、五年ぐらい前までは組織率がなかなか厳しかったんで

すけれども、やはりこの二、三年ぐらいの未曾有の自然災害を経験されて、これも全国的な

課題となっていましたが、特に先ほど議員のほうから御紹介いただいたとおり、西牟田区と

か新町区辺りで個別の部落や地区単位で組織もされたり、あるいは訓練自体もいろいろ補助

を受けながらですけれども、していただいていますので、行政としても力がなかなか及ばな

い部分については地元のほうで活動していただくというところでは感謝をいたしております。 

 その中で、今御質問の中で合同でということもお話をいただいております。昨年度の答弁

の中でも話をしていたと思いますけれども、古枝のほうで自主防災組織でいろいろな活動を

準備されたんですけれども、コロナ禍ということで延期や中身の変更あたりもあっておりま

すが、今後は市のほうも、昨年度も申しましたとおり、継続した形で地元のほうに今も入っ

ていっておりますが、どういう形でやったほうが一番市全体に、自主防災組織と行政と連携

しながら今のような災害をいかにクリアしていくかというところの課題を洗い出して、そし

て、100％とはいかないんですけれども、対応はしていきたいというふうに判断しておりま

す。それに向けての資機材等の準備とか、そこら辺は御意見等を基にしながら予算化をして、

現場のほうにも配置を現在行っているところです。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 岩下課長がおっしゃるように、去年、今年、コロナ禍の中でそういうふうな合同の訓練で

あったり、行動を伴うことは制限されると思います。しかし、東北の震災があって10年が過

ぎ、私たちもその後、東北を中心に行政視察に行った際、自主防災組織がどれだけ人の命を

救ってきたかということを学んできたつもりです。 

 やはり合同で訓練をして、避難所までの誘導であったりとか、そういうふうなのをしてお

かないと、多分、去年の９月以降の一般質問でもいっぱい出ていたと思うんですよ。どうし

てここは避難所になっていないんだとか、本当はこっちがいいんじゃないかとか、そういう

ふうなものの検証もできると思うんですよ。今回の補正予算の関連として質問をしましたが、

今後検討しておいていただければと思います。 

 あと１点、３番の保育対策総合支援事業、対象が全部で18ぐらいの保育施設になっている

んですけど、補正予算の7,800千円を割るとそんなに大きい金額じゃないんですね。ただ、

委員会で説明を受けたのは、園によっては500千円ぐらいから300千円ぐらいまで金額が違う
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ということですが、コロナ禍の中、昨年からいくと、１年以上これは続いているわけですよ。

去年、本当だったら、私たち議員も保育所の環境というものは調査をすべきだったのかも分

かりませんが、保育所の中で新型コロナ感染症防止対策として最低限必要なのは何なんで

しょうか。もちろん、消毒液とかはどこも置いてあるでしょう。マスクは園児が自分でして

こんといかんとですよね。園が渡すわけでもないでしょう。じゃ、そのほかに何が、これは

義務というか、どういうふうな指導を行政はやっているんでしょうか。まず、それをお答え

ください。 

○議長（田一美君） 

 中村福祉課長。 

○福祉課長（中村祐介君） 

 お答えいたします。 

 これまで保育環境改善等事業につきましては、第１次、第２次、今回の第３次ということ

で支援を行ってまいりました。 

 第１次につきましては、主に感染対策用の消耗品とか備品とか、その当時はマスクとか消

毒液が手に入らなかった時期でしたので、そういったマスク、消毒液、あと、非接触型の体

温計など、そういったものを主に購入していただいたところです。 

 それから、第２次につきましては感染対策の消耗品とか備品のほか、職員への人件費です

ね、そういったものも対象になりましたので、空気清浄機とか、おもちゃの消毒、保管庫な

どの備品のほか、保育所の感染対策での御苦労が多いというので、人件費、例えば、職員の

危険手当をはじめ、消毒業務としての時間外手当の支出、そういったものにも保育園のほう

が支出していただきました。 

 今回、第３次の保育環境改善等事業といたしましては、国のほうも、ある程度備品のほう

は保育所はそろってきたよと。次の展開としましては、やっぱり人の労力というのが一番手

がかかっているわけですよね。保育士さんが、例えば、子供さんが来られたときに熱を測っ

たり、それから、床を拭いたり、消毒をしたりとか、あと、窓の換気等もしていただくとい

うことで、保育士、職員がコロナ禍の中でリスクを冒しながら業務に当たっていただくとい

うことで、例えば、職員への危険手当とか、先ほど申しましたとおり、消毒業務としての時

間外手当の支出、あるいは短時間勤務の保育士さんの雇用などにも使っていただけるという

ような補助になっております。 

 今回、国のほうからも重々、国の実施要綱でも職員に対する手当の支給だとか、そういっ

たものを積極的に行うことというような方針が出ておりますので、こういった趣旨も保育所

に伝えながら、今後この事業を承認いただければ、保育所のほうにお知らせして、感染症対

策の徹底ということでいろんな経費に使っていただければというふうに考えております。 

 以上です。 
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○議長（田一美君） 

 10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 今回の補正、私はいいことだと思っています。こういうふうなのを出されて。今詳しく説

明を受けて、第１弾、第２弾、第３弾となっているわけですよね。鹿島市の保育所、認定こ

ども園もそうなんですけど、県からの補助等をいただいて、ここ10年ぐらいでほとんどの園

が新しくなっているんですね。まず、エアコンであったり、そういうふうなのは当然どこも

ちゃんとしてあるでしょうし、空気清浄機は今回のコロナで購入されたところもあるでしょ

う、消毒液とかね。 

 そういう中で、やっぱり一番増えたのは、子供たちの安全面を一番考えて、保育士さんた

ちの作業というか、保育以外の仕事が相当増えているんじゃないかなというところなんです

ね。子供たちが手で触ったものを一回一回拭く、おもちゃももしかしたら１日に何回となく

拭いているかも分からない。そういうのを考えると、先ほど第２弾のところで時間外手当と

か危険手当とか、人件費に関わる分の補助が行われたということでした。 

 今回、金額が１つの園でそんなに大きいわけでもないから、何に使えるのかよく分からな

いんですけど、もしよかったら、今後、私たちの委員会でも勉強する必要もあると思うので、

昨年度の保育所に係るコロナ対策の購入、そういうふうなのは多分担当課には来ているはず

と思うんですけど、資料は頂けますか。 

○議長（田一美君） 

 中村福祉課長。 

○福祉課長（中村祐介君） 

 お答えいたします。 

 昨年度の第１次分と第２次分については保育所から既に実績報告が来ておりますので、そ

ういったところで資料をお出しすることは可能だと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田一美君） 

 10番伊東茂議員。 

○10番（伊東 茂君） 

 ありがとうございます。まずはそれを見て、保育所等で何かそのほかにも足りないものが

あるのかとか、議会としても考えてみたいなと思うし、多分というか、市民の方みんな思っ

ていると思いますけど、ワクチン接種をしたからといって、全てが何でも元の状態に戻ると

はまだ考えられないと思うんですよ。昨日の党首討論にしても、菅総理がおっしゃった11月

ぐらいまでに希望者には全員接種を終わらせるよう頑張りたいという発言がありましたが、

これがどこまでそうなるのかよく分からないし、そして、ワクチンを打った後も継続して感
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染症対策はしていかないといけないと思うんですね。 

 だから、そこのあたり、まだまだ私たちも勉強して、そして、やっていくことが多いと思

いますので、まずは今の資料を全議員分お願いします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（田一美君） 

 ９番勝屋弘貞議員。 

○９番（勝屋弘貞君） 

 空き家登録活用事業につきましてお尋ね申し上げます。 

 今回、当初予算を含めて４件の空き家バンクの活用助成金が出るということで、ありがた

いことでございます。 

 今度来られる方々、鹿島に御縁があった方なのか、それらも含めて、家族構成等も含めて、

どういう方々が来られるのか、その辺いかがでしょうか。 

○議長（田一美君） 

 山浦都市建設課長。 

○都市建設課長（山浦康則君） 

 お答えします。 

 今回４件の御要望があっております。 

 まず、１件目の希望者の方は、佐世保市に住んでおられる方で、５人家族です。その家族

の中の一人が鹿島出身ということで、こちらのほうに移住したいという申出があっておりま

す。 

 それと、２件目です。この方は武雄市のほうにお住まいの方で、２人家族でございます。

この方は鹿島のほうに縁はないんですけれども、こちらのほうに移住したいということでご

ざいます。 

 それと、３件目は長崎市のほうにお住まいの方で、この方は平成30年度に浜町の移住体験

施設のほうを御利用されて、それで、鹿島のほうに移住をしたいということでいらっしゃい

ます。この方は２人暮らしの方でございます。 

 ４件目の方は有田町のほうにお住まいの方で、３人家族の方でございます。あっちこっち

の空き家バンクを見られて、鹿島のほうにぜひ移住したいということで要望があっておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（田一美君） 

 ９番勝屋弘貞議員。 

○９番（勝屋弘貞君） 

 １世帯は５人家族という形、家族が多いというところなんでしょうけど、基本的に第２の
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人生を鹿島で送りたいよねというような傾向が強いということでよろしいんですかね。 

○議長（田一美君） 

 山浦都市建設課長。 

○都市建設課長（山浦康則君） 

 お答えします。 

 年代をお伝えしていなかったんですけれども、50代の方が２件です。あと、30代の方が１

件、60代の方が１件ということで、まだまだ現役の方もいらっしゃいますので、第２の人生

というよりも、鹿島を選んでいただいたということです。 

○議長（田一美君） 

 ９番勝屋弘貞議員。 

○９番（勝屋弘貞君） 

 分かりました。本当ありがたいことです。まだまだ空き家はたくさんあるみたいですので、

しっかりと対応を取っていただければと思います。 

 続きまして、蟻尾山公園の管理事業につきまして、先ほど中村一尭議員のほうから質問

あっておりましたけれども、私もこの件に関しましては、憤り感とまでは申しませんが、

やっぱり欺かれたかなというような、そういう思いが拭い去れないところがあるわけでござ

います。 

 全体的には予算額は減額になるんですけれども、一般財源につきましては11,085千円の増

額となるわけですね。そういったところも含めて、あってはならないようなことだったろう

なというふうな判断を私はしております。全協のときにも最後、締めで副市長のほうからお

言葉があっておりましたけれども、改めてここで、二度とこういうことをやらないというこ

とで、確約といった意味も含めて、副市長のほうから一言何かあったらと思いますけど、い

かがですか。 

○議長（田一美君） 

 藤田副市長。 

○副市長（藤田洋一郎君） 

 全員協議会のときにも申し上げましたけれども、私どもといたしましては新年度予算とい

うのは市民へのお約束、これは絶対やりたいということで、こういう形で鹿島市のまちづく

りをやるんだという思いで予算を編成し、それを議会のほうで議論していただく、そういう

資料を提出しているということでございます。 

 そういう中で、議論の中でもいろいろございましたけれども、やはり少し私どもの説明の

スタンスというのはどうだったのかなと、物すごく反省をしている部分だろうと思っており

ます。 

 そういうことで、私といたしましても、部課長会の中でこういう予算の編成については、
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これは市長からもまず言ってもらったんでありますけれども、予算の編成についてはしっか

りと考えて、そして、市民の負託に応えられるような予算編成をしなさいということで再度

部課長会の中で申し上げ、今後こういうことがないように行政を進めてまいりたいと考える

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（田一美君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 １点だけお尋ねをしたいと思いますが、その前に、先ほど伊東議員のほうからおっしゃい

ました保育所関係ですね、これについても質問をと思っておりましたが、一般質問のほうで

出しておりますので、さらに詳しく答弁ができるように準備をしてください。 

 私はここで空き家活用の問題で関連してお尋ねをしたいと思うんですよ。と申しますのは、

いつも私は不思議に思っていますが、実は家を要らないと言った人で、放棄した人がいます

よね、財産放棄した人がありますがね。その財産放棄した後の家がそのままの状況になって

いるのが市内に幾らでもあると思いますが、どれくらいあるのか、つかんでいらっしゃいま

すか。 

○議長（田一美君） 

 山浦都市建設課長。 

○都市建設課長（山浦康則君） 

 お答えします。 

 先ほど財産放棄と言われていましたけれども、財産放棄というより相続放棄というのが正

式な言葉だと思いますけれども、その数としては把握していないところです。 

 先ほども申しましたが、平成30年度の住宅・土地統計調査で、空き家になっている数が

1,460件ぐらいあるということで分かっていて、その内容は、二次的住宅とか賃貸住宅、売

却用といった個別に分かれた区別で1,460件ということだけで、詳しくは分かっていないと

ころが現状でございます。 

○議長（田一美君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 私も関わっていた家を子供さんたちが放棄されたので、そのままの状況になって、住もう

としたら住めるような家なんですね。しかし、そういう形になっているから、今まではお手

伝いをさせていただいたけれども、手をつけることはできないだろうと思って、荒れ果て

とっても、何か一つ落ちとっても手をつけられないなという気がしながらいつも眺めている

んですがね。そういう空き家になっているところは誰も管理していないので、私は防犯の面
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からも非常に危ないと思うんですよね。その家なんか、空き家にしとったら、あるとき知ら

ない人が入り込んで、そこに一時住んどんしゃったというのがあったんですよ。私たちが用

事があって行ったら、男の人が何人かこたつを囲んで、何しよっですかと言ったら、向こう

からこっちが怒られるというようなことがありましたがね。 

 そういう空き家をそういう形で利用されていると非常に危ないという面もあるわけですが、

それだけでなくて、一般の家は固定資産税を取るとか、いろんな形でやっているわけですが、

そういう放棄された家の管理はどこになるんですか。 

○議長（田一美君） 

 山浦都市建設課長。 

○都市建設課長（山浦康則君） 

 お答えします。 

 管理と言われましてもちょっとですね。まず、建物ですので固定資産税もかかってきます。

納税義務者というのがおられますので、そこら辺でその管理者が誰になっているのかなとい

うことになってくるのではないかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（田一美君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 いや、放棄されたものだから、個人の管理者はいらっしゃらないと思うんですよ。だから、

例えば、財産放棄されたそのもの自体はどこで、それは国でしょう。国なんですか。県か国

としか考えられない。その辺分かっていないんですか。だから、そうされたものは、例えば、

鹿島市なら鹿島市にこういうのがありますよと、こういうのが出ましたよという報告ぐらい

せんと、どれくらいほったらかしになっているのか分からないというような現状があると思

うんですよ。 

 面白いのがいたんですよ、面白いと言ったらおかしいですが、武雄のバイパスと市道の合

い中に、わら屋根の大きな家が建っとったんですよ。そこは空き家だったんですよ。しょっ

ちゅう通ったんですがね、そこは周りに迷惑がかかるもんですから、その家がずっと沈んで

いったんですよ。それは迷惑はなくて、管理はされなくても沈んでいって、今行ってみたら

分かりますよ。草が生えてきれいになっていますけどね。そういうことでなくなっていった

ら何てないですが、そこに建物が建っとって、非常にいろんな面で危険な面もあるというよ

うなのがありますからね。何らかの方法でそこも管理していかないと、どこがするかは知り

ませんよ、本当に何が起きるか分からん。火災が起きて周りのところに迷惑をかけること

だってあると思うんですよ、そういうふうにして知らん人が入り込んで住んどったというこ

ともあったわけですからね。 
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 だから、その辺について私はいつからかお尋ねせんといかんと思いながら今になりました

が、市として、ぜひその辺についての対応をしていただけませんか。どうですか。 

○議長（田一美君） 

 山浦都市建設課長。 

○都市建設課長（山浦康則君） 

 お答えします。 

 先ほど稲富議員からも御質問があったように、危険空き家という物件もございます。今後

はそういう空き家がどこにどれくらいあるのかという実態を調査して、じゃ、その対応をど

うしていこうかというのを調べて、関係各課集まって対応策を練っていきたいと考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（田一美君） 

 14番松尾征子議員。 

○14番（松尾征子君） 

 私が言っているのは、個人の人があっちこっち空き家にされたのと違って、手続をして持

ち主がないようになったわけですから、しかるべきところに尋ねたら、そういう統計はある

んじゃないかと思うんですよね。だから、そういう形をしながらでもやっぱり整理をしてい

かんと、普通、市民は高い固定資産税を払わされている、国かどこが管理しているか知りま

せんが、そこはほったらかして危険な状態にしている。これはおかしいと思いますので、こ

れは絶対調べられないことはないと思いますから、大変だと思いますが、ぜひ対応をしてい

ただきたいと思います。大丈夫ですか。できますか。 

○議長（田一美君） 

 山浦都市建設課長。 

○都市建設課長（山浦康則君） 

 土地とか物件については、登記所に行けば、その持ち主が誰で、どうなったのかというの

は調べることは可能ですので、今後、先ほど申しましたように、実態を調査して対応してい

きたいと考えているところでございます。 

○議長（田一美君） 

 吉牟田税務課長。 

○税務課長（吉牟田 剛君） 

 松尾征子議員の質問について税務課からの私が知っているところをお答えしたいと思いま

す。 

 まず、相続人代表者届というのを出していただいています。ただ、やはり相続放棄という

手続を裁判所で行われています。裁判所で手続を取った後、その帰属する部分というのが全
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くなくなって納税管理人等も全くなくなる。こっち税務課の対応としては、この後、公示送

達という形にしかならないというところになります。 

 その建物、持ち物がどこに帰属するかというのは後でちゃんとしたことを答えたいと思い

ますが、裁判所に一応帰属して国の持ち物になっているということになるだろうと思います

ので、後でちゃんと詳しく調べて、相続人代表という業務については税務課のほうですので、

そちらのほうは調べて答えたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（田一美君） 

 ほかに質疑ありませんか。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 質疑を終わります。 

 討論に入ります。 

    〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（田一美君） 

 討論を終わります。 

 採決します。議案第30号 令和３年度鹿島市一般会計補正予算（第３号）については、こ

れを提案のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

    〔賛成者起立〕 

○議長（田一美君） 

 起立全員であります。よって、議案第30号は提案のとおり可決されました。 

 以上で本日の日程は終了しました。 

 明11日から15日までの５日間は休会とし、次の会議は16日午前10時から開き、一般質問を

行います。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。 

午後２時16分 散会 

 


